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正
誤
表 

  

「
倉
智
久
美
子
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て 

利
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
」
（
３
２
頁
～
４
７

頁
）
に
関
し
て
、
作
家
へ
の
後
日
調
査
に
よ
り
、
以
下
の
正
誤
が
判
明
し
た
。 

 

３
３
頁 

（
１
）
作
家
に
つ
い
て 

【
誤
】
倉
智
久
美
子
は
１
９
５
５
年
大
阪
府
生
ま
れ
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
西

洋
画
科
を
卒
業
し
た
後
、
９
０
年
代
半
ば
よ
り
作
家
活
動
を
展
開
し
た
。 

 

【
正
】
倉
智
久
美
子
は
１
９
５
５
年
大
阪
市
生
ま
れ
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
西

洋
画
科
を
卒
業
し
た
後
、
７
０
年
代
後
半
に
作
家
活
動
を
開
始
、
し
ば
ら
く
の
休

止
の
後
、
１
９
９
４
年
に
活
動
を
再
開
し
た
。 

 

３
４
頁 

２
行
目 

【
誤
】
リ
ト
グ
ラ
フ 

【
正
】
銅
版
画 

 

３
８
頁 

（
５
）
ス
ト
ラ
イ
プ
の
作
品 

【
誤
】
こ
の
作
品
で
は
、
茶
色
の
顔
料
が
薄
く
均
一
に
塗
ら
れ
た
紙
を
支
持
体
に
、
上
半

分
は
縦
、
下
半
分
に
横
の
ス
ト
ラ
イ
プ
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

【
正
】
こ
の
作
品
で
は
、
上
半
分
は
縦
、
下
半
分
は
横
に
、
茶
と
白
の
ス
ト
ラ
イ
プ
が
描

か
れ
て
い
る
。
※ 

 

※
茶
色
の
部
分
は
、
溶
き
油
で
あ
る
亜
麻
仁
油
を
施
し
た
も
の
。
経
年
に
よ
り
、
茶
色
に

変
色
し
た
も
の
。 

 

４
３
頁 

 

（
８
）
透
明
の
作
品 

【
誤
】
当
時
、
度
々
試
さ
れ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、（
中
略
）
あ
る
い
は
別
の
窓

に
覆
い
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
、
木
枠
と
同
じ
色
で
彩
色
し
た
板
を
設
置
す
る
、
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

【
正
】
当
時
、
度
々
試
さ
れ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、（
中
略
）
あ
る
い
は
別
の
窓

に
覆
い
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
、
油
彩
も
し
く
は
ピ
グ
メ
ン
ト
で
彩
色
し
た
キ
ャ
ン

バ
ス
を
設
置
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

  



１．

吉原真龍 《美人図》

江戸時代末期

絹本墨画着色

121.0 × 49.4㎝

大分県立美術館蔵



２．

マルク・シャガール

《母と子》

1973 年頃

油彩・画布

63.0 × 46.0㎝

大分県立美術館蔵

bijyutsu15
長方形



３．

倉智久美子

（左）《無題》1997 年、彩色、紙、52.0 × 39.0㎝

（右）《無題》1997 年、顔料、木製パネル、60.0 × 41.5 × 5.0㎝

大分県立美術館蔵
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美
人
画
家 

吉
原
真
龍
の
画
業
　
─
伝
記
資
料
の
整
理
と
絵
画
様
式
の
分
析� �

宗
像
　
晋
作

一
、
は
じ
め
に

二
、
基
本
資
料
の
整
理
と
出
自
に
関
す
る
新
知
見

三
、
真
龍
の
美
人
画
様
式
の
特
徴

　
（
ⅰ
）代
表
作《
美
人
図
》

　
（
ⅱ
）母
子
図

　
（
ⅲ
）官
女
図

　
（
ⅳ
）見
立
絵

　
（
ⅴ
）「
桃
隠
」署
名
の
立
姿
美
人
図

四
、
落
款
印
章
に
つ
い
て

五
、
お
わ
り
に
─
様
式
分
析
の
ま
と
め
と
画
風
変
遷
の
試
論

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
肉
筆
美
人
画
を
専
門
に
描
き
続
け
た
吉よ
し

原は
ら

真し
ん

龍り
ゅ
う（

一
八
〇
四
〜
五
六
）

を
取
り
上
げ
る
。
真
龍
は
、豊
後
国
国く
に

東さ
き

郡ぐ
ん

西に
し

畑は
た

村（
現
・
大
分
県
豊
後
高
田
市
中
真
玉
）

に
生
ま
れ
、
幕
末
の
京
都
で
活
躍
し
た
美
人
画
家
で
あ
る
。
晩
年
は
地
元
に
帰
郷
し
て

画
業
を
続
け
た
こ
と
か
ら
、
大
分
県
内
に
も
真
龍
の
作
品
が
遺
っ
て
お
り
、
当
館
は
寄

託
作
品
を
含
め
て
十
七
件
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
作
品
を
収
蔵
し
て
い
る
。

　

真
龍
に
つ
い
て
は
、
京
都
で
天
保
期
（
一
八
三
一
〜
四
五
）
を
中
心
に
活
躍
し
た
三み

畠は
た

上じ
ょ
う

龍り
ゅ
う（

生
没
年
未
詳
）
に
師
事
し
、
そ
の
作
風
を
忠
実
に
受
け
継
い
だ
絵
師
と
い
う

評
価
が
さ
れ
て
い
る
が
、
真
龍
の
出
自
や
そ
の
作
品
の
特
徴
や
変
遷
な
ど
、
具
体
的
に

詳
し
く
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
今
ま
で
な
か
っ
た
。

　

上
龍
や
真
龍
の
美
人
画
は
、
当
時
あ
る
程
度
の
人
気
を
博
し
た
よ
う
で
あ
り
、
後
の

京
都
画
壇
を
代
表
す
る
上
村
松
園
（
一
八
五
七
〜
一
九
四
九
）
の
よ
う
な
美
人
画
家
に

も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
江
戸
期
か
ら
近
代
へ
流
れ
る
上
方
美
人
画
の
基
調
が
で
き
る

上
で
、
真
龍
の
美
人
画
が
そ
の
重
要
な
一
翼
を
担
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
本

稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
真
龍
の
経
歴
に
つ
い
て
整
理
し
、
そ
の
美
人
画
に
つ
い
て
、
ど

ん
な
特
徴
や
魅
力
が
あ
る
の
か
、
当
館
の
収
蔵
品
を
中
心
に
論
じ
る
。

二
、
基
本
資
料
の
整
理
と
出
自
に
関
す
る
新
知
見

　

吉
原
真
龍
が
京
で
活
躍
し
た
絵
師
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
名
が
「
浮
世
和
画
」
と
い

う
分
類
で
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
皇
都
書
画
人
名
録
』（
吉
田
援

山
編
、
順
祥
堂
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
確
に
わ
か（

註
１
）る

。
浮
世
絵
系
の
絵
師

－ 7 －－ 7 －



と
し
て
唯
一
そ
の
名
を
連
ね
て
お
り
、
当
時
、
京
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
人
気
を
博
し

た
絵
師
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
の
人
名
録
が
刊
行
さ
れ
た
弘
化
四
年
頃
は
、

京
で
一
世
を
風
靡
し
た
肉
筆
浮
世
絵
師
の
祇ぎ

園お
ん

井せ
い

特と
く

や
、
師
の
三
畠
上
龍
が
既
に
物
故

し
て
い
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
時
代
背
景
が
真
龍
の
存
在
を
際
立
た
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

近
代
以
降
、
真
龍
の
経
歴
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
場
合
に
、
お
そ
ら
く
そ
の
情
報
源

と
な
っ
て
い
る
の
は
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
に
発
行
さ
れ
た
『
西に
し

国く
に

東さ
き

郡ぐ
ん

誌し

』（
註
２
）で

あ

る
。
管
見
の
限
り
、
真
龍
そ
の
人
に
関
す
る
、
生
ま
れ
や
画
歴
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
こ
の
郡
誌
の
「
第
二
十
六
章 
人
物
」「
第
五 

吉
原
信
行
」
の
掲
載
内
容
が
繰
り
返

し
祖
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
『
西
国
東
郡
誌
』
は
、
真
龍
の
死
後
、
六
十
七
年
と
い
う
歳
月
を
経
過
し
て
発
行
さ

れ
て
い
る
が
、
真
龍
が
京
都
御
所
か
ら
賜
っ
た
御
沙
汰
書
、
宣
旨
の
内
容
を
記
載
す
る

な
ど
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
か
ら
す
る
と
、
こ
の
郡
誌
の
担
当
執
筆
者
が
実
見
調
査
す

る
こ
と
が
で
き
た
原
本
資
料
に
基
づ
い
て
記
載
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
真
龍
が
、
亡

く
な
る
三
年
前
に
帰
郷
し
、
地
元
で
弟
子
を
育
て
な
が
ら
画
業
を
続
け
た
こ
と
か
ら
、

お
そ
ら
く
遺
族
や
弟
子
な
ど
に
、
真
龍
に
関
す
る
情
報
が
直
接
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
『
西
国
東
郡
誌
』
が
発
行
さ
れ
た
の
は
、
年
代
的
に
は
真
龍
の
孫
か
ら
曽
孫
の
世
代

に
か
か
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
だ
最
晩
年
の
真
龍
の
こ
と
を
直
接
、
或
い
は
間
接
的
に

知
る
人
物
も
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
郡
誌
に
み
ら
れ
る
真
龍
に
関
す
る
記
載

内
容
は
、
現
在
知
ら
れ
る
唯
一
の
ま
と
ま
っ
た
伝
記
で
あ
り
、
初
め
て
公
刊
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
そ
の
全
文
を
あ
げ
る（
括
弧
内
の
補
説
は
拙
訳
）。

『
西
国
東
郡
誌
』 「
第
二
十
六
章 

人
物
」「
第
五 

吉
原
信
行
」

　

吉よ
し

原わ
ら

信の
ぶ

行ゆ
き

、
通
称
與よ

三さ
ぶ

郎ろ
う

、
真し
ん

龍り
ゅ
うと

号
す
。
別
に
桃と
う

隠い
ん

、
玉
ぎ
ょ
く

峰ほ
う

の
号
あ
り
。
文
化
元
年
八
月

十
三
日
を
以
て
国く

に

東さ
き

郡ぐ
ん

真ま

玉た
ま

村む
ら

西に
し

畑は
た

に
生
る
。
幼
よ
り
画
図
を
嗜
み
、
群
児
と
伍
し
て
嬉
戯
す
る

を
好
ま
ず
、
常
に
花
鳥
人
物
を
描
写
し
、
独
り
無
上
の
楽
し
み
と
す
。
夙
に
文
墨
を
以
て
名
を
天

下
に
顕
は
さ
ん
こ
と
を
冀き

望ぼ
う

し
、
年
弱じ
ゃ
っ

冠か
ん（
二
〇
歳
の
意
）、
志
を
決
し
て
桑そ
う

梓し

（
故
郷
の
意
）
を

去
り
、
京
師
に
抵い

た

り
、
贄に
え（

進
物
の
意
）を
当
代
画
家
の
泰
斗
上
龍
の
門
に
修
め
、
就
て
絵
事
を
研

鑽
す
る
こ
と
数
年
、
技
大お

お
いに
進
み
、
師
上
龍
を
し
て
嘆
賞
措
く
能
は
ざ
る
に
至
ら
し
む
、
殊
に
婦

人
画
は
其
最
も
優
雅
巧
致
な
る
所
に
し
て
、
原
真
龍
の
名
、
嘖さ

く

嘖さ
く（
良
い
評
判
の
意
）帝
都
に
喧せ
ん

傳で
ん

し
、
当
時
呼
び
て
海
内
無
比
の
名
筆
と
称
せ
ら
る
。
是
に
於
い
て
真
龍
の
事
、
遂
に
叡え
い

聞ぶ
ん（

天
皇

が
お
聞
き
に
な
る
意
）
に
達
し
、
嘉
永
二
年
八
月
三
日
、
畏
く
も
禁
裏
御
所
参
入
の
特
典
を
蒙
り
、

身し
ん

後ご
（
死
後
の
意
）法ほ
う

眼げ
ん

の
栄
位
を
贈
賜
せ
ら
る
ゝ
に
至
る
。
豈
無
限
の
光
栄
な
ら
ず
や
、
当
年
の

御
沙
汰
書
左
の
如
し
、

京
都
寺
町
三
條
下
ル　

吉
原
真
龍

其
方
儀
自
今

当
御
所
参
入
被
仰
付
候
、
然
上
者
恒
例
之
御
礼
式
無
怠
慢
麁
軽
之
進
退
有
之
間
敷
者
也

嘉
永
二
年
八
月
三
日

林　

右
衞
門
権
大
尉
㊞

細
川
右
馬
大
允
㊞

其
二

吉
原
真
龍

藤
原
信
行

右
今
般
法
橋
位

御
内
意
被
成
下
候
事

－ 8 －－ 8 －



但
令
旨
之
儀
者
武
邊
表
御
達
済
之
上
可
賜
之
候

酉
八
月
三
日

　

嘉
永
二
年
は
真
龍
齢
知
命
（
知
命
は
五
〇
歳
の
意
だ
が
生
年
か
ら
す
る
と
四
十
六
歳
が
正
し
い
）

に
垂
ん
と
し
、
技
は
精
熟
の
境
を
越
へ
、
術
は
神
を
極
む
る
の
時
な
り
。
揮
毫
鳳ほ

う

闕け
つ（
皇
居
）に
展

し
て
至
尊
の
清
覧
を
辱

か
た
じ
け
のふ

す
、
御
感
あ
ら
さ
せ
給
ふ
に
非
ら
ず
ん
ば
、
焉
ん
ぞ
位
階
宣
下
の
御

内
意
あ
ら
さ
せ
給
ふ
可
き
や
、
真
龍
已
に
御
所
参
入
の
特
典
を
荷に

な

ふ
、
身
草そ
う

莽も
う（
在
野
の
意
）に
長

じ
、
丹
青
の
技
を
以
て
此
の
聖
恩
に
浴
す
、
洵ま

こ
とに

異
教
の
光
栄
な
り
。
惜
哉
時
幕
政
の
末
造
に
際

し
、
海
内
の
風
雲
日
に
急
を
告
げ
、
国
家
將
に
多
事
な
ら
ん
と
す
。
是
に
於
て
帝
都
を
辞
し
故
山

（
故
郷
の
意
）
に
帰
臥
す
。
時
嘉
永
六
年
な
り
。
真
龍
郷
に
帰
り
、
悠
々
風
月
を
友
と
し
、
興
到
れ

ば
毫
を
執
り
、
興
盡つ

き

れ
ば
、
軽
杖
野
外
に
逍
遥
し
、
自
適
の
閑
日
月
を
送
る
こ
と
四
歳
、
安
政
三

年
七
月
七
日
、
病
み
て
家
に
歿
す
。
享
年
五
十
有
三
、
歿
後
三
年
、
右
大
臣
少
僧
都
よ
り
、
贈
法ほ

う

眼げ
ん

位
宣
旨
の
恩
命
を
伝
へ
ら
る
。
乃
ち
其
書
左
の
如
し
、

嵯
峨
御
所

永　

宣
旨

宣
贈
法
眼
位
之
旨
御
気
色
之
所
候
也
者

執
達
如
件　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奉

安
政
五
年
十
二
月
七
日　

右
大
臣
少
僧
都 

花
押

　

法ほ
っ

橋き
ょ
う、
法ほ
う

眼げ
ん

は
、
僧
、
医
又
は
技
能
卓
越
の
偉
人
を
叙
す
る
准
官
の
位
階
に
し
て
法
橋
は
五
位

諸
大
夫
に
准
し
、
法
眼
は
侍
従
に
准
す
。
而
し
て
法ほ

う

印い
ん

は
少
将
に
権
僧
正
は
参
議
に
、
正
僧
正
は

中
納
言
に
、
大
僧
正
は
大
納
言
に
准
す
る
の
制
、
後
醍
醐
天
皇
の
御
時
、
建
武
中
定
め
ら
れ
た
り
。

乃
ち
法
眼
は
法
橋
よ
り
一
段
の
高
位
に
し
て
真
龍
の
生
前
、
法
橋
の
位
を
授
け
給
は
ん
と
の
御
内

意
あ
ら
さ
せ
給
ひ
、
身
後
更
に
一
階
を
進
め
て
贈
法
眼
の
宣
旨
あ
ら
さ
せ
給
ひ
た
る
な
り
。
真
龍

禁
裏
御
所
参
上
の
当
時
、
畏
く
も
天
皇
陛
下
よ
り
御
下
賜
有
ら
さ
せ
給
ひ
た
る
貴
重
の
三
品
あ
り
。

其
一
は
仁
孝
天
皇
宸
筆
の
御
幅
、
其
二
は
一
面
の
御
鏡
、
其
三
は
一
箇
の
御
鈴
な
り
。
是
を
吉
原

家
無
比
の
宝
器
と
し
て
宣
旨
御
沙
汰
書
と
共
に
、
謹
重
秘
蔵
す
る
所
な
り
。
真
龍
を
師
と
し
て
画

を
学
ぶ
者
、
京
師
に
於
て
、
国く

に

東さ
き

に
於
て
、
前
後
百
数
十
名
あ
り
。
玉
僊
、
単
龍
、
如
龍
、
春
龍

の
如
き
は
、
門
下
中
の
高
足
と
称
せ
ら
れ
し
も
、
筆
力
巧
致
の
絶
妙
に
至
り
て
は
、
未
だ
一
人
も

師
の
衣
鉢
を
踏
襲
し
得
る
に
至
る
者
な
く
、
あ
は
れ
曠こ

う

世せ
い

の
名
筆
も
一
代
に
て
其
後
を
絶
つ
に
至

り
し
は
、
斯
界
の
為
め
洵ま

こ
とに
痛
惜
に
堪
ゑ
ざ
る
な
り
。
今
民
間
往
々
原
真
龍
の
筆
な
り
と
し
て
珍

蔵
す
る
者
あ
り
と
雖
ど
も
、
概
ね
贋
偽
に
し
て
、
其
真
蹟
に
至
り
て
は
千
金
を
擲な

げ
うつ

も
輙た
や
すく

求
め

得
可
き
に
あ
ら
ず
。
猪
群
山
下
巒
気
清
爽
、
前
に
周
洋
の
青
瀾
湛
ゑ
て
、
風
光
明
媚
な
る
処
、
碧

苔
滑
め
ら
か
な
る
一
基
自
然
石
を
以
て
樹
て
ら
れ
た
る
碑
あ
り
、
其
面
に

吉
原
與
三
郎
信
行
之
墓

と
深
刻
す
る
も
の
、
是
れ
我
が
南
豊
に
丹
青
家
と
し
て
空
前
の
栄
誉
を
博
し
た
る
画
聖
吉
原
真
龍

氏
の
墳
な
り
。

（
＊
以
上
『
西
国
東
郡
誌
』
四
七
五
頁
〜
四
七
八
頁
ま
で
抜
粋
。
句
読
点
の
一
部
、
振
仮
名
、
括
弧

内
の
補
説
は
拙
訳
。
ま
た
旧
字
体
は
な
る
べ
く
新
字
体
に
改
め
た
。）

　

以
上
が
『
西
国
東
郡
誌
』
に
載
る
吉
原
真
龍
の
伝
記
で
あ
る
。
他
に
昭
和
五
十
三

（
一
九
七
八
）
年
に
発
行
さ
れ
た
『
真
玉
町
誌
』
の
「
Ⅶ 

人
物
」
に
も
吉
原
信
行
（
真
龍
）

の
紹
介
が
あ
る
が
、『
西
国
東
郡
誌
』の
記
載
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
転
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

お
そ
ら
く
こ
の
『
西
国
東
郡
誌
』
の
内
容
が
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
人
物
伝
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。
簡
潔
に
要
点
の
み
を
現
代
語
に
意
訳
す
る
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
吉
原
信
行
、
通
称
は
與
三
郎
。
真
龍
と
号
し
た
。
別
に
桃
隠
、
玉
峰
の
号
あ
り
。
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文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
、
国
東
半
島
の
真
玉
村
西
畑
で
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
花
鳥

人
物
を
描
く
こ
と
を
好
み
、
絵
師
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
二
〇
歳
に
し
て
京
に
赴
く
。

当
地
の
絵
師
三
畠
上
龍
に
師
事
し
て
研
鑽
を
積
み
、
数
年
後
に
は
師
匠
を
嘆
賞
さ
せ
る

ほ
ど
に
上
達
し
た
。
特
に
婦
人
画
は
優
雅
巧
致
で
、
京
の
人
々
の
評
判
と
な
っ
た
。
そ

の
評
判
は
皇
居
に
ま
で
届
き
、
嘉
永
二（
一
八
四
九
）年
、
真
龍
が
五
〇
歳（
正
し
く
は

四
十
六
歳
）
の
時
に
、
御
所
参
内
を
許
さ
れ
、
法
橋
位
を
授
け
る
内
々
の
意
向
が
伝
え

ら
れ
た
。
絵
の
技
術
を
極
め
、
御
所
参
内
の
栄
誉
を
得
た
真
龍
で
あ
っ
た
が
、
幕
末
の

動
乱
を
避
け
て
、
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
に
国
東
へ
帰
郷
す
る
。
郷
里
で
は
風
月
を

友
と
し
て
悠
々
自
適
に
暮
ら
し
て
い
た
が
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
七
月
七
日
病
没
。

享
年
五
十
三
歳
。
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
、
死
後
に
法
眼
が
贈
位
さ
れ
た
。
京
と
国

東
に
真
龍
を
師
と
し
て
絵
を
学
ぶ
も
の
が
百
数
十
名
も
あ
っ
た
。
中
で
も
玉
僊
、
単
龍
、

如
龍
、
春
龍
な
ど
は
高
弟
で
あ
る
が
、
師
の
衣
鉢
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
も
の
は
な
く
、

真
龍
一
代
で
名
筆
が
絶
え
て
し
ま
う
の
は
痛
惜
の
念
に
堪
え
な
い
。
猪
群
山
下
の
海
洋

を
の
ぞ
む
風
光
明
媚
な
場
所
に
墓
が
立
て
ら
れ
て
い
る
」。

　

こ
れ
で
真
龍
の
経
歴
の
概
要
は
把
握
で
き
る
が
、
真
龍
が
生
ま
れ
た
「
吉
原
家
」
に

つ
い
て
は
、
全
く
記
載
が
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
平
成
三
〇
年
度
に
大
分
県
立
歴

史
博
物
館
が
実
施
し
た
「
大
分
県
歴
史
資
料
調
査
」
に
お
い
て
、
真
龍
を
輩
出
し
た
吉

原
家
の
子
孫
に
伝
来
し
た
古
文
書
・
古
記
録
な
ど
の
「
西
畑
村
吉
原
家
文
書
」
の
調
査

が
実
施
さ
れ
、
真
龍
の
出
自
に
関
す
る
新
た
な
情
報
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。

　

調
査
を
担
当
さ
れ
た
同
館
の
村
上
博
秋
氏
に
よ
れ
ば
、伝
来
し
た
吉
原
家
の
系
譜（
幕

末
〜
明
治
期
作
成
）
に
よ
る
と
、
吉
原
家
は
、
豊
前
の
有
力
国
人
・
佐
田
家
か
ら
出
て

お
り
、
佐
田
源
兵
衛
と
い
う
人
物
の
二
男
が
、
慶
長
十
三（
一
六
〇
八
）年
に
縁
が
あ
っ

た
西
畑
村
の
庄
屋
・
渡
辺
家
の
も
と
に
身
を
寄
せ
、
そ
の
後
、
養
子
と
し
て
本
家
を
継

ぎ
、
庄
屋
役
に
も
就
い
た
そ
う
で
あ
る
。
の
ち
に
「
土
谷
」
と
い
う
姓
へ
改
め
、
真
龍

の
父
で
あ
る
土
谷
信
忠
が
、
天
保
五（
一
八
三
四
）年
に
日
向
延
岡
藩
主（
西
畑
村
は
正

徳
二［
一
七
一
二
］年
よ
り
延
岡
藩
領
の
飛
地
）よ
り「
吉
原
」姓
を
賜
っ
た
。

　

真
龍
（
信
行
）
は
四
男
二
女
の
長
男
で
あ
る
た
め
、
一
度
は
家
督
を
継
い
だ
よ
う
で

あ
る
が
、
最
終
的
に
は
四
男
の
信
治
が
庄
屋
の
家
督
を
継
い
で
い
る
。
信
治
の
跡
は
、

「
鎮し
げ

策さ
く

信の
ぶ

綱つ
な

」と
い
う
人
物
を
養
子
に
迎
え
、
そ
の
三
男「
大
蔵
」の
長
男
の
家
に
伝
わ
っ

た
の
が「
西
畑
村
吉
原
家
文
書
」と
の
こ
と
で
あ
る
。
尚
、真
龍
の
絵
画
作
品
六
件
が「
大

蔵
」
の
二
女
の
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
新
出
資
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
平

成
三
〇
年
度
内
に
発
行
さ
れ
る
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
の
村
上
博
秋
氏
と
古
賀
道
夫
氏

の
報
告
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

現
在
も
西
畑
村
に
は
、
土
谷
家
や
吉
原
家
の
墓
碑
が
存
在
し
て
い
る
が
、
真
龍
の
墓

碑
（
図
１
―
１
）
は
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
巨
石
で
あ
り
、
京
に
お
い
て
名
声
を

得
た
絵
師
と
し
て
、
一
族
に
お
い
て
も
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
墓
碑

銘
に
は
長
男
で
あ
っ
た
真
龍
の
名
を
中
央
に
し
て
そ
の
左
右
に
、
四
男
で
庄
屋
を
継
い

図１ー１　吉原真龍の墓碑

図１ー２　真龍の父・吉原信忠の墓碑
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だ
信
治
と
、
三
男
で
医
師
と
な
っ
た
「
信
連
」
の
名
も
刻
ま
れ
て
い
る（

註
３
）。

真
龍
ら
の
墓

碑
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
父
信
忠
や
土
谷
家
の
墓
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
父

信
忠
の
墓
碑
（
図
１
―
２
）
の
裏
面
に
は
、
信
忠
の
四
男
二
女
の
長
男
と
し
て
「
真
竜
」

の
刻
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る（

註
４
）。

　

真
龍
が
生
ま
れ
た
吉
原
家
の
家
柄
に
つ
い
て
は
、
昔
時
は
西
畑
の
庄
屋
と
し
て
村
政

に
か
か
わ
る
有
力
な
家
と
し
て
、
当
然
誰
も
が
認
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
時
代
と

と
も
に
地
域
の
過
疎
化
が
進
行
し
、
ま
た
子
孫
の
県
外
移
住
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
う
し

た
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
今
回
の
「
西

畑
村
吉
原
家
文
書
」
の
出
現
に
よ
っ
て
、
真
龍
を
輩
出
し
た
吉
原
家
が
、
土
谷
家
、
佐

田
家
と
さ
か
の
ぼ
り
、
ほ
ぼ
近
世
を
通
じ
て
庄
屋
役
を
担
い
、
村
政
に
か
か
わ
っ
た
有

力
な
家
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の
真
龍
研
究
に
と
っ
て
も
、
ま
た

近
世
の
村
政
に
か
か
わ
る
史
料
研
究
に
と
っ
て
も
意
義
深
い
と
い
え
る
。

三
、
真
龍
の
美
人
画
様
式
の
特
徴

　

肉
筆
美
人
画
を
専
門
に
描
い
た
吉
原
真
龍
の
画
風
は
、
師
事
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
三

畠
上
龍
の
美
人
画
（
図
２
）
に
学
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
様
式
の
上
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
。
美
人
の
容
貌
、
筆
線
や
色
彩
の
描
写
に
み
え
る
特
徴
等
の
基
本
的
な
ス

タ
イ
ル
は
、
師
か
ら
踏
襲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
上
龍
の
師
が
、
円
山
四
条
派
の
岡お
か

本も
と

豊と
よ

彦ひ
こ（

一
七
七
三
〜
一
八
四
五
）
で
あ
る

と
さ
れ
、
上
龍
や
真
龍
の
作
品
に
も
、
岡
本
豊
彦
や
円
山
四
条
派
の
中
で
も
特
に
美
人

画
を
得
意
と
し
た
山や
ま

口ぐ
ち

素そ

絢け
ん（

一
七
五
九
〜
一
八
一
八
）（
図
３
）
ら
が
描
い
た
清
楚
な

和
美
人
画
に
近
い
作
風
が
認
め
ら
れ
る
。
真
龍
は
、
師
の
上
龍
や
、
一
世
代
ほ
ど
先
輩

に
あ
た
る
円
山
四
条
派
の
画
家
た
ち
の
作
品
か
ら
そ
の
多
く
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
分
県
立
美
術
館
は
、
真
龍
の
美
人
画
を
、
寄
託
を
含
め
て
十
七
件
収
蔵
（
平
成

三
〇
年
度
時
点
）
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
収
蔵
品
の
中
か
ら
、
基
準
作
と
な
る
作
品
を
取

り
上
げ
、
真
龍
の
美
人
画
の
様
式
を
み
て
い
き
た
い
。

　
（
ⅰ
）代
表
作《
美
人
図
》

　

最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
真
龍
が
最
も
得
意
と
し
た
一
人
立
ち
姿
の
美
人
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
代
表
作
の
一
つ
と
目
さ
れ
る《
美
人
図
》（
図
４
―
１
）を
見
て
み
よ
う
。

描
か
れ
て
い
る
の
は
、
八
角
紋
の
朱
の
帯
に
、
菊
柄
の
着
物
を
身
に
ま
と
っ
た
美
人
。

図２　三畠上龍《狆と佳人図》
　　　江戸時代
　　　京都市美術館所蔵

図３　山口素絢《女官図》
　　　江戸時代
　　　奈良県立美術館

図４−１
吉原真龍 《美人図》
江戸時代末期 絹本墨画着色
121.0×49.4㎝
大分県立美術館所蔵
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島
田
髷
に
菊
の
簪

か
ん
ざ
しを
さ
し
、
右
手
に
扇
、
左
手
で
褄つ

ま

を
と
っ
て
振
り
返
る
華
麗
な
芸
妓

の
姿
で
あ
る
。

　

顔
貌（
図
４
―
２
）の
線
描
は
細
密
な
も
の
で
、
特
に
、
頭
髪
の
生
え
際
、
後
れ
毛
、

眉
や
ま
つ
毛
に
は
、
精
緻
な
筆
線
が
確
認
で
き
る
。
下
唇
は
緑
色
に
塗
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
江
戸
時
代
後
期
に
流
行
し
た
「
笹さ
さ

紅べ
に

」
と
も
い
わ
れ
る
口
紅
で
あ
る
。
ベ
ニ
バ

ナ
か
ら
抽
出
し
た
赤
い
色
素
の
口
紅
で
、
こ
れ
を
何
度
も
下
唇
に
塗
り
重
ね
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
玉
虫
色
に
輝
か
せ
る
化
粧
が
流
行
し
た
。
面
貌
は
胡
粉
で
白
く
塗
ら
れ
、
さ

ら
に
ま
ぶ
た
の
周
辺
か
ら
両
頬
に
か
け
て
薄
い
桃
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

美
人
画
の
大
き
な
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
も
あ
る
着
物
の
描
写
（
図
４
―
３
）
は
、
特

に
そ
の
線
描
が
特
徴
的
で
、
着
物
の
衣
文
線
が
、
全
体
的
に
擦
れ
を
と
も
な
う
速
筆
で

描
か
れ
て
い
る
。
絵
柄
の
描
写
も
あ
ま
り
精
緻
に
重
く
な
ら
ず
、
草
花
を
大
胆
に
配
し
、

淡
彩
と
速
筆
を
う
ま
く
取
り
入
れ
な
が
ら
、
軽
妙
で
洒
脱
な
感
じ
が
加
味
さ
れ
て
い
る
。

細
密
な
顔
貌
描
写
と
、
軽
や
か
で
洗
練
さ
れ
た
着
衣
表
現
が
、
美
人
の
強
い
存
在
感
を

引
き
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
美
人
図
」
は
、
真
龍
の
美
人
画
の
中
で
も
優
れ
た
完
成
度
を
示
す
こ
と
か
ら
、

お
そ
ら
く
真
龍
の
四
十
代
か
ら
五
十
代
に
か
け
て
の
円
熟
期
の
充
実
作
と
推
測
で
き
る
。

落
款
に
つ
い
て
は
次
章
に
ま
と
め
る
が
、
行
書
体
の
署
名「
真
龍
」に
印
章「
真
龍
」（
白

文
）「
臥
雲
」（
朱
文
）の
聯れ
ん

印い
ん

。
尚
、
画
面
上
部
に
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
を
生
き
た
漢
詩
人
・

梁や
な

川が
わ

星せ
い

巌が
ん（

一
七
八
九
〜
一
八
五
八
）が
着
賛
を
求
め
ら
れ
て
漢
詩
を
書
い
て
い
る（
図

４
―
４（

註
５
））。

図４−２
真龍筆《美人図》の顔貌描写

図４−３
真龍筆《美人図》の着物描写

図４−４
真龍筆《美人図》（上部）　梁川星巌の画賛

－ 12 －－ 12 －



　
（
ⅱ
）母
子
図

　

真
龍
の
得
意
と
し
た
立
ち
姿
の
美
人
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

る
が
、
そ
の
中
で
も
比
較
的
に
作
例
が
多
い
も
の
と
し
て《
美
人
と
子
供
図
》（
図
５
―

１
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
大
き
な
菊
柄
の
朱
の
帯
に
、
大
胆
に
桜
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
藍

色
の
着
物
を
身
に
ま
と
う
裕
福
な
良
家
の
婦
人
と
、
そ
の
幼
い
子
供
と
思
し
き
微
笑
ま

し
い
母
子
の
姿
で
あ
ろ
う
。

　

本
作
品
に
も
真
龍
の
精
緻
な
顔
貌
描
写
（
図
５
―
２
）
の
典
型
が
み
て
と
れ
る
が
、

顔
の
表
情
に
美
人
の
色
香
は
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
母
子
図
と
い
う
画
題
に
沿
う
よ
う
、

他
と
微
妙
な
表
現
の
相
違
が
企
て
ら
れ
て
い
る
。

　

着
物
の
描
写
（
図
５
―
３
）
に
は
、
や
は
り
擦
れ
を
と
も
な
う
速
筆
の
衣
文
線
が
引

か
れ
て
お
り
、
大
胆
な
桜
の
デ
ザ
イ
ン
が
、
淡
彩
と
淡
墨
を
用
い
て
軽
や
か
に
描
き
出

さ
れ
て
い
る
。
本
作
品
に
は
、草
書
体
の
署
名「
真
龍
」に
印
章「
真
龍
」（
白
文
）「
臥
雲
」

（
朱
文
）の
聯
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　
（
ⅲ
）官
女
図

　

真
龍
の
美
人
画
の
中
で
、
母
子
に
並
ん
で
作
例
が
多
い
の
が
《
官
女
図
》（
図
６
―

１
）
で
あ
る
。「
官
女
」
と
は
、
宮
廷
や
将
軍
家
な
ど
に
仕
え
る
女
官
の
こ
と
で
あ
る
が
、

本
作
品
は
、
い
わ
ゆ
る
「
三
人
官
女
」
を
主
題
と
し
た
も
の
で
、
中
央
の
官
女
が
、
長

柄
を
持
つ
右
の
官
女
、
そ
し
て
三
方
（
献
饌
具
）
を
持
つ
左
の
官
女
を
従
え
る
三
幅
対

の
形
式
で
描
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
桃
の
節
句
で
の
鑑
賞
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

　

中
央
の
官
女
の
顔
貌
描
写
（
図
６
―
２
）
を
見
て
み
る
と
、
今
ま
で
見
て
き
た
他

作
品
と
同
様
の
精
緻
な
描
写
が
み
て
と
れ
る
。
特
徴
的
な
眉
は
「
殿
上
眉
」
と
い
わ
れ
、

図５−１
吉原真龍《美人と子供図》
江戸時代末期 絹本墨画着色
114.4×51.4㎝
大分県立美術館寄託

図５−２
真龍筆《美人と子供図》の顔貌描写

図５−３
真龍筆《美人と子供図》の着物描写
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宮
廷
に
仕
え
る
貴
族
の
女
性
た
ち
が
、
眉
を
剃
り
落
と
し
、
額
の
高
い
位
置
に
長
円
形

の
眉
を
墨
で
描
く
、
奈
良
時
代
か
ら
の
伝
統
的
な
習
俗
で
あ
る
。

　

着
物
の
描
写
（
図
６
―
３
）
は
、
擦
れ
た
速
筆
の
衣
文
線
が
特
徴
的
で
あ
り
、
絵
柄

に
は
テ
ッ
セ
ン
の
一
種
の
よ
う
に
も
み
え
る
紫
の
花
の
柄
が
淡
彩
で
描
か
れ
て
い
る
。

左
右
幅
に
草
書
体
の
署
名
「
法
橋
真
龍
」
と
印
章
「
真
龍
」（
白
文
）「
臥
雲
」（
朱
文
）
の

聯
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
中
央
幅
に
は
署
名
は
な
く
、左
端
に「
家
居
□
東
□
□
栖
」（
朱

文
長
方
印
）が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

本
作
品
の
「
法
橋
真
龍
」
と
い
う
珍
し
い
署
名
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
、
本
作
品

以
外
に
「
法ほ
っ

橋き
ょ
う」
を
冠
し
た
署
名
を
確
認
し
た
こ
と
は
な
い
。『
西
国
東
郡
誌
』
の
真
龍

の
伝
記
で
は
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
の
御
沙
汰
書
に
よ
っ
て
、
御
所
参
入
の
許
可

図６−１　
吉原真龍《官女図》江戸時代末期　絹本墨画着色　各102.4×36.5㎝　大分県立美術館寄託

図６−２　
真龍筆《官女図》中央の官女の顔貌描写

図６−３　
真龍筆《官女図》中央の官女の着物描写
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と
、
法
橋
位
を
授
け
る
御
内
意
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
法
橋
位
が
授
け
ら
れ

た
時
期
は
明
確
で
は
な
い（
死
後
安
政
五
年
に
法ほ
う

眼げ
ん

が
贈
位
さ
れ
て
い
る
）。
し
た
が
っ

て
本
作
品
の
制
作
期
は
、
真
龍
四
十
六
歳
以
降
の
晩
年
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　

ま
た《
紫
式
部
之
図
》（
図
７
―
１
）は
、『
源
氏
物
語
』の
作
者
と
さ
れ
る
平
安
時
代

の
才
女
・
紫
式
部
が
、
石
山
寺
で
物
語
の
構
想
に
ふ
け
る
姿
を
描
い
て
い
る
。
小
幅
の

作
品
で
あ
る
が
、
的
確
な
細
密
描
写
（
図
７
―
２
）
に
よ
っ
て
典
雅
な
王
朝
美
人
を
描

き
出
し
て
い
る
。
紫
式
部
は
中
宮
彰
子
に
仕
え
た
女
官
で
も
あ
る
が
、
真
龍
の
美
人
画

は
、
こ
れ
ら
の
画
題
に
み
る
よ
う
に
、
高
貴
な
宮
廷
女
官
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
例
が
多

い
。
草
書
体
の
署
名「
真
龍
」に
印
章「
真
龍
」（
白
文
）「
臥
雲
」（
朱
文
）の
聯
印
。
尚
、

画
面
上
部
に
は
材ざ
い

葊あ
ん

と
い
う
人
物
が
和
歌
賛（

註
６
）を

書
い
て
い
る
。

　
（
ⅳ
）見
立
絵

　

浮
世
絵
で
は
、
版
画
に
お
い
て
も
、
肉
筆
画
に
お
い
て
も
「
見み

立た
て

絵え

」
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
が
存
在
す
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
歴
史
物
語
、
古
典
の
故
事
・
逸
話
な
ど
を
、
当
世

風
に
見
立
て
て
表
現
し
た
絵
で
あ
り
、
雅
俗
、
古
今
な
ど
を
転
換
さ
せ
る
機
知
に
富
ん

だ
遊
戯
性
が
鑑
賞
す
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

真
龍
も
当
然
な
が
ら
こ
の
分
野
に
筆
を
染
め
て
い
る
。《
雪
中
美
人
図
》（
図
８
―
１
）

は
、
蓑
笠
を
身
に
着
け
た
雪
中
の
美
人
が
、
鍬
で
掘
り
出
し
た
タ
ケ
ノ
コ
を
抱
え
る
姿

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
三
国
時
代
の
呉
の
人
物
で
、
貧
家
か
ら
呉
県
令
に
ま

で
昇
進
し
た
孟
宗
の
親
孝
行
の
逸
話
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。『
二
十
四
孝
』（
郭
居
敬

編
纂
、
元
時
代
）
と
い
う
中
国
の
二
十
四
人
の
孝
行
人
を
取
り
上
げ
た
書
物
に
み
え
る

孟
宗
の
逸
話
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
病
気
の
母
親
が
好
物
の
タ
ケ
ノ
コ
を
食
べ
た

い
と
い
い
、
季
節
は
冬
で
あ
っ
た
が
雪
の
山
中
で
願
っ
た
と
こ
ろ
、
土
中
か
ら
タ
ケ
ノ

コ
が
た
く
さ
ん
出
て
き
て
、
そ
の
タ
ケ
ノ
コ
で
母
親
に
熱
い
汁
物
を
の
ま
せ
る
こ
と
が

で
き
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
真
龍
の
作
品
で
は
、
孟
宗
の
貴
い
孝
行
の
姿
が
、
当
世
の
日
本
の
風
俗
、
し

図７－１ 
吉原真龍《紫式部之図》
江戸時代末期
紙本墨画着色
100.9×28.8㎝
大分県立美術館所蔵

図７－２
真龍筆《紫式部之図》の人物描写

図８－１
吉原真龍《雪中美人図》
江戸時代末期　紙本墨画着色
106.5×47.1㎝
大分県立美術館寄託
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か
も
美
人
が
蓑
笠
を
つ
け
、
鍬く

わ

と
タ
ケ
ノ
コ
を
抱
え
る
と
い
う
卑
近
な
姿
に
転
換
さ
れ

る
と
い
う
遊
戯
性
が
鑑
賞
の
要
点
と
な
っ
て
い
る
。『
二
十
四
孝
』
は
日
本
に
も
伝
来

し
て
お
り
、
寺
小
屋
な
ど
の
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
人
々
は
孟
宗

の
逸
話
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
こ
の
作
品
の
当
世
風
の
見
立
て
を
理
解
し
、
楽
し
ん
で

鑑
賞
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

顔
貌
描
写
（
図
８
―
２
）
は
精
緻
な
筆
線
で
真
龍
の
典
型
を
示
し
て
い
る
。
逸
話
の

内
容
か
ら
、
着
物
（
図
８
―
３
）
は
地
味
な
色
に
抑
え
て
あ
る
が
、
襦じ
ゅ

袢ば
ん

の
鮮
や
か
な

朱
色
の
み
は
雪
中
に
映
え
る
。
鑑
賞
者
は
、
孟
宗
と
美
人
を
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
る
も
、
こ

の
襦
袢
の
朱
色
が
弥
が
上
に
も
、
実
直
な
孝
行
人
と
艶
や
か
な
美
人
と
の
イ
メ
ー
ジ
の

落
差
を
、
視
覚
的
に
強
く
印
象
付
け
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
真
龍
の
周
到
な
画
面
構
成

上
の
工
夫
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
行
書
体
の
署
名
「
真
龍
」
と
印
章
「
吉
原
真
龍
」（
朱
文

円
印
）が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
《
美
人
と
犬
図
》（
図
９
）
も
見
立
絵
の
作
例
で
あ
る
。
菊
柄
の
朱
の
帯
に
、
萩

が
大
胆
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
着
物
を
身
に
ま
と
う
美
人
が
、
一
匹
の
小
型
犬
を
連
れ
た

姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
犬
種
は
日
本
で
古
く
か
ら
愛
玩
犬
と
し
て
飼
育
さ
れ
て
い
る
狆ち
ん

で
あ
る
。
美
人
が
猫
や
小
型
犬
を
連
れ
た
構
図
の
作
例
は
、
多
く
の
浮
世
絵
師
た
ち
が

描
い
て
お
り
、
こ
れ
は『
源
氏
物
語
』「
若
菜
上
」の
光
源
氏
の
第
三
皇
女
で
あ
る
女
お
ん
な

三
さ
ん
の

宮み
や

の
見
立
て
の
定
番
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
若
菜
上
」
で
は
、
女
三
宮
の
飼
っ
て
い

る
唐
猫
が
、
突
然
に
御
簾
を
は
ね
あ
げ
て
室
外
へ
飛
び
出
し
、
外
で
蹴
鞠
に
興
じ
て
い

た
柏
か
し
わ

木ぎ

が
、
偶
然
部
屋
の
中
に
い
た
女
三
宮
の
姿
を
見
て
一
目
惚
れ
し
て
し
ま
う
、
と

い
う
く
だ
り
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
王
朝
の
貴
人
で
あ
る
女
三
宮
を
、
当
世
風
の
美
人
に
や
つ
し
て
描
き
、
さ

図９　吉原真龍《美人と犬図》
　　　江戸時代末期
　　　絹本墨画着色
　　　125.7×55.2㎝
　　　大分県立美術館寄託

図８－２
真龍筆《雪中美人図》の顔貌描写

図８－３
真龍筆《雪中美人図》の着物描写

－ 16 －－ 16 －



ら
に
本
来
な
ら
ば
猫
で
あ
る
が
、
小
型
犬
の
狆
を
足
元
に
描
い
て
、
女
三
宮
を
連
想
さ

せ
る
仕
掛
け
で
あ
る
。
人
気
を
博
し
た
定
番
の
画
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
師
の
三

畠
上
龍
に
も
同
様
の
作
品
が
数
例
あ
る
。
行
書
体
の
署
名「
真
龍
」に
印
章「
吉
原
真
龍
」

（
朱
文
円
印
）が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　
（
ⅴ
）「
桃
隠
」署
名
の
立
姿
美
人
図

　

先
述
し
た
よ
う
に
、弘
化
四（
一
八
四
七
）年
に
刊
行
さ
れ
た『
皇
都
書
画
人
名
録
』（
吉

田
援
山
編
、
順
祥
堂
）に
真
龍
の
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
真
龍
の
名
と
と
も
に「
桃

隠
」と
い
う
号
も
付
記
さ
れ
て
い
る（

註
１
）。

　

現
在
遺
っ
て
い
る
真
龍
の
作
品
の
大
多
数
は
、
草
書
体
か
行
書
体
で
「
真
龍
」
と
署

名
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
作
品
数
と
し
て
は
非
常
に
少
な
い
が
、「
桃
隠
」
署
名
の
作

品
が
存
在
し
て
お
り
、
当
館
に
は
二
件
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
シ
ン
プ
ル
に
立
姿
の
美
人
を
描
い
た
作
品
で
、《
立
美
人
図
》（
図
10
―
１
、

10
―
２
）
で
は
、
朱
の
扇
を
携
え
、
八
角
紋
の
帯
に
、
薄す
す
きの

絵
柄
を
配
し
た
着
物
を
身

に
ま
と
う
美
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の《
立
美
人
図
》（
図
11
―
１
、 

11

―
２
）
で
は
、
黒
帯
に
葛く
ず

を
配
し
た
着
物
を
身
に
ま
と
う
美
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
小
幅
で
素
朴
な
感
じ
を
受
け
る
美
人
図
で
あ
る
。

　

両
作
品
と
も
、
顔
貌
描
写
の
精
緻
な
筆
線
は
、
他
の
真
龍
作
品
と
そ
れ
ほ
ど
印
象
を

図10－１
吉原真龍《立美人図》
江戸時代末期
紙本墨画着色
123.6×29.2㎝
大分県立美術館寄託

図10－２
真龍筆《立美人図》 上半身描写

図11－１
吉原真龍《立美人図》　
江戸時代末期
紙本墨画着色
92.7×30.3㎝
大分県立美術館寄託

図11－２
真龍筆《立美人図》 上半身描写
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違
え
な
い
が
、
着
物
の
線
描
が
よ
り
太
く
て
固
い
、
や
や
類
型
化
し
た
印
象
を
受
け
る
。

こ
う
し
た
着
物
の
線
描
は
、
師
・
三
畠
上
龍
の
着
物
の
太
く
力
強
い
線
描
に
よ
り
近
い
。

今
後
の
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
師
の
上
龍
の
画
風
に
、
よ
り
忠
実
で
あ
ろ

う
と
し
た
若
年
期
の
作
例
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
《
立
美
人
図
》（
図
10
―
１
）に
は
、
草
書
体
の
署
名「
桃
隠
」に
印
章「
懐
玉
斉
」（
朱

文
方
印
）「
桃
隠
」（
白
文
方
印
）、
も
う
一
つ
の
《
立
美
人
図
》（
図
11
―
１
）
に
は
同
じ

く
草
書
体
の
署
名「
桃
隠
」に
、
印
章「
吉
原
氏
」（
朱
文
方
印
）「
桃
隠
氏
」（
白
文
方
印
）

が
捺
さ
れ
て
い
る
。

四
、
落
款
印
章
に
つ
い
て

　

前
章
に
お
い
て
当
館
に
収
蔵
さ
れ
る
真
龍
の
作
品
の
中
か
ら
、
基
準
作
品
と
な
る
八

件
の
様
式
的
な
特
徴
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
こ
に
各
作
品
の
落
款
印
章
の
デ
ー

タ
を
ま
と
め
て
掲
載
す
る
。
真
龍
の
画
風
の
変
遷
を
論
じ
る
に
は
、
ま
だ
多
く
の
作
品

を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
段
階
で
筆
者
が
推
測
す
る
大
ま
か
な
制
作
期
の
順
に

並
べ
て
い
る（
落
款
印
章
の
写
真
は
す
べ
て
原
寸
）。
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吉原真龍《立美人図》　
江戸時代末期　
紙本墨画着色
123.6×29.2㎝ 
大分県立美術館寄託

署名「桃隠」
印章「懐玉斉」（朱文方印）

「桃隠」（白文方印）

吉原真龍《立美人図》　
江戸時代末期
紙本墨画着色
92.7×30.3㎝
大分県立美術館寄託

署名「桃隠」
印章「吉原氏」（朱文方印）

「桃隠氏」（白文方印）
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吉原真龍《美人と犬図》
江戸時代末期
絹本墨画着色　
125.7×55.2㎝  
大分県立美術館寄託

署名「真龍」
印章「吉原真龍」（朱文円印）

吉原真龍《雪中美人図》
江戸時代末期　
紙本墨画着色　
106.5×47.1㎝  
大分県立美術館寄託

署名「真龍」
印章「吉原真龍」（朱文円印）
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吉原真龍 《美人図》 
江戸時代末期
絹本墨画着色　
121.0×49.4㎝
大分県立美術館所蔵

署名「真龍」
印章「真龍」（白文）「臥雲」（朱文）
の聯印

吉原真龍《美人と子供図》
江戸時代末期
絹本墨画着色　
114.4×51.4㎝  
大分県立美術館寄託

署名「真龍」
印章「真龍」（白文）「臥雲」（朱文）
の聯印
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吉原真龍《紫式部之図》
江戸時代末期
紙本墨画着色　
100.9×28.8㎝　
大分県立美術館所蔵

署名「真龍」
印章「真龍」（白文）

「臥雲」（朱文）の聯印

吉原真龍《官女図》
江戸時代末期
絹本墨画着色　
各102.4×36.5㎝
大分県立美術館寄託

署名（左右幅）「法橋真龍」
印章（左右幅）「真龍」（白文）

「臥雲」（朱文）の聯印
印章（中幅）「家居□東□□栖」

（朱文方印）

（左幅）
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（中幅）

（右幅）
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五
、
お
わ
り
に
―
様
式
分
析
の
ま
と
め
と
画
風
変
遷
の
試
論

　

以
上
、
吉
原
真
龍
の
出
自
な
ど
を
含
め
た
経
歴
を
整
理
し
、
当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
真
龍
の
基
準
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
の
様
式
的
な
特
徴
を
、
五
つ
の
項
目
に
分
類
し

な
が
ら
考
察
し
て
き
た
。

　

真
龍
の
美
人
画
は
、
師
の
三
畠
上
龍
の
様
式
を
十
分
に
咀
嚼
し
た
上
で
、
着
物
の
速

筆
に
よ
る
衣
文
線
や
、
大
胆
な
着
物
絵
柄
の
デ
ザ
イ
ン
描
写
な
ど
に
お
い
て
、
よ
り
軽

や
か
で
洒
脱
な
作
風
を
加
味
し
た
美
人
画
様
式
を
創
っ
て
い
る
。
ま
た
、
迫
真
的
で
精

緻
な
顔
貌
描
写
は
、
絵
師
と
し
て
の
確
か
な
技
量
を
伝
え
て
い
る
。
師
の
上
龍
よ
り
も

や
や
面
長
の
二
重
瞼
の
美
人
を
好
ん
で
描
い
て
い
る
が
、
類
型
的
と
も
い
わ
れ
る
面
相

表
現
は
、
詳
細
に
見
て
い
く
と
美
人
の
性
質
や
気
質
を
踏
ま
え
て
描
き
分
け
て
い
る
。

　

画
題
に
お
い
て
は
、
様
々
な
女
性
を
題
材
と
し
て
い
た
が
、
妖
艶
な
花
魁
を
描
く
こ

と
よ
り
は
、
芸
道
に
生
き
る
意
志
的
な
芸
妓
や
、
朗
ら
か
な
母
子
像
、
高
貴
な
王
朝
風

の
官
女
な
ど
を
中
心
に
描
い
て
お
り
、
真
龍
の
美
人
画
に
一
貫
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る

の
は
「
気
高
い
女
性
像
」
と
い
え
、
そ
こ
に
純
真
可
憐
、
鮮
美
透
涼
な
女
性
美
の
粋
が

併
せ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
真
龍
が
幕
末
の
京
で
人
気
を
博
し
、
ま
た
豊
後
の
真
玉
西

畑
に
帰
郷
し
て
か
ら
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
真
龍
の
気
品
あ
る
美

人
画
様
式
に
魅
力
が
あ
り
、
多
く
の
人
々
が
共
感
を
寄
せ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

拙
稿
で
は
、
基
本
的
に
は
当
館
の
収
蔵
品
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
お
り
、
今
後
、
真

龍
の
他
作
品
や
、
師
の
上
龍
を
含
め
た
真
龍
周
辺
の
絵
師
の
作
品
等
に
つ
い
て
、
更
な

る
調
査
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
龍
の
画
風
変
遷
を
よ
り
実
証
的
に
考
察
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
作
品
の
制
作
期
に
つ
い
て
、
若

干
の
試
論
を
付
記
し
て
お
く
。

　
「
桃
隠
」
署
名
の
《
立
美
人
図
》（
図
10
、
11
）
は
、
着
物
の
衣
文
線
に
み
と
め
ら
れ
る

固
く
太
い
筆
線
な
ど
に
類
型
化
の
一
端
を
感
じ
る
が
、
師
の
三
畠
上
龍
の
衣
文
線
に
み

ら
れ
る
力
強
く
太
い
筆
線
を
直
模
す
る
か
の
よ
う
な
意
識
が
窺
え
る
。
ま
だ
結
論
付
け

る
に
は
早
計
で
あ
る
が
、
師
の
画
風
に
よ
り
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
作
者
の
意
図
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
「
桃
隠
」
署
名
の
作
品
は
、
真
龍
の
画
歴
の
最
初
期
の
三
十

代
前
後
の
作
例
の
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

圧
倒
的
に
多
い
落
款
形
式
は
、
草
書
体
の
署
名「
真
龍
」と
印
章「
真
龍
」（
白
文
）「
臥

雲
」（
朱
文
）の
聯
印
が
捺
さ
れ
る
形
式
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
落
款
を
も
つ
作
品（
図

５
、６
、７
）
は
、
い
ず
れ
も
完
成
さ
れ
た
美
人
画
様
式
を
み
せ
る
。
精
緻
な
顔
貌
描
写

に
加
え
、
着
物
に
は
大
胆
な
デ
ザ
イ
ン
の
絵
柄
が
あ
り
、
軽
や
か
で
洗
練
さ
れ
た
着
衣

表
現
が
、
美
人
の
強
い
存
在
感
を
引
き
出
し
て
い
る
。

　

行
書
体
の
署
名
「
真
龍
」
と
印
章
「
吉
原
真
龍
」（
朱
文
円
印
）
あ
る
い
は
、
印
章
「
真

龍
」（
白
文
）「
臥
雲
」（
朱
文
）の
聯
印
が
捺
さ
れ
る
形
式
を
も
つ
作
品（
図
４
、８
、９
）も
、

草
書
体
「
真
龍
」
作
品
と
ほ
ぼ
同
様
の
完
成
度
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
現
段
階
で
は
、

こ
れ
ら
各
作
品
の
制
作
年
代
の
前
後
は
、
明
確
に
は
判
断
し
難
い
状
況
で
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
四
十
代
以
降
の
充
実
期
の
作
例
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
お
き
た
い
。

註
１　
『
皇
都
書
画
人
名
録
』（
吉
田
援
山
編
、
順
祥
堂
、
弘
化
四
年
）
に
は
「
浮
世
絵
和
画　

寺
町
万

壽
寺
上　

吉
原
真
龍　

字
臥
雲　

号
桃
隠
」と
住
所
と
と
も
に
そ
の
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

註
２　

西
国
東
郡
役
所
編
纂
兼
発
行『
西
国
東
郡
誌
』（
博
文
館
印
刷
所
、
一
九
二
三［
大
正
十
二
］年
）

註
３　

墓
碑
の
表
面
に
は
、
中
央
に
「
灋
眼
吉
原
信
行
墓
」
右
に
「
吉
原
信
治
」
左
に
「
吉
原
信
連
」
と

刻
さ
れ
る
。
裏
面
中
央
に
「
画
師
信
行
」
右
に
「
医
師
信
連
」
左
に
「
村
長
信
治
」
と
あ
り
、
さ

ら
に
各
門
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
真
龍
の
門
人
は
如
龍
、
春
龍
な
ど
十
数
名
ほ
ど
が
刻

ま
れ
て
い
る
が
、
風
化
に
よ
っ
て
判
読
が
難
し
い
。『
西
国
東
郡
誌
』
は
真
龍
の
墓
碑
に
「
吉

原
與
三
郎
信
行
之
墓
」
と
あ
る
旨
を
記
し
て
い
た
が
、
現
存
す
る
墓
碑
銘
と
は
異
な
っ
て
い

る
た
め
、
お
そ
ら
く
建
て
直
さ
れ
た
墓
碑
で
あ
ろ
う
。

註
４　
『
真
玉
町
誌
』（
真
玉
町
誌
刊
行
会
、
一
九
七
八［
昭
和
五
十
三
］年
）の「
Ⅷ 

資
料
」「
５
、
碑
文
・

墓
誌
銘
」
の
項
に
は
、
現
在
も
西
畑
村
に
存
在
す
る
真
龍
の
父
信
忠
の
墓
碑
銘
の
翻
刻
を
載

せ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
…
四
男
二
女 

長
真
竜
遊
京
師
以
画
為
業
叙
法
橋
…
」
と
あ
り
、
長
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男
の
真
龍
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

註
５　

梁
川
星
巌
の
漢
詩
は
、
七
言
絶
句
が
七
首
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
描
か
れ
た
美
人
か

ら
羅
浮
仙
女
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
内
容
の
漢
詩
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
詳
し
い
訓
読
や
解

説
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。「
石
川
九
龍
君
之
嘱
」
と
い
う
付
記
が
あ
り
、
こ
の
人
物
が

元
々
の
所
蔵
者
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
仲
介
者
だ
っ
た
の
か
な
ど
、
今
の
と
こ
ろ
想
像
の

域
を
出
な
い
。

註
６　

和
歌
賛
の
訓
読
「
言
の
葉
の
ち
の 

に
し
き
の
巻
き
は 

か
ゞ
や
く
月
に 

識
そ
む
る
な
り　

材

葊
」

［
謝
辞
］�本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
の
古
賀
道
夫
氏
、
村
上
博
秋
氏
に
は
、
真

龍
の
出
自
や
墓
碑
に
関
す
る
調
査
に
お
い
て
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
多
く
ご
教
示
を
賜
っ

た
。
ま
た
各
写
真
の
掲
載
に
つ
い
て
、
作
品
の
ご
所
蔵
者
様
、
ご
所
蔵
機
関
に
ご
協
力
を
賜
っ

た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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シ
ャ
ガ
ー
ル《
母
と
子
》（
２
）� �

梶
原　

麻
奈
未

第
三
節　

母
子
像

　

前
稿
で
は
、
マ
ル
ク
・
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
《
母
と
子
》（
一
九
七
三
年
頃
）（
図
1
）
の
来

歴
と
制
作
年
、
制
作
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
、
描
か
れ
た
内
容
の
問
題
点
を
示
し
た
。

問
題
点
と
は
、
母
子
像
の
正
体
が
不
明
で
あ
る
こ
と
、
通
常
平
ら
な
は
ず
の
土
地
に
傾

斜
が
あ
る
こ
と
、
十
字
架
と
ト
ー
ラ
ー
が
曖
昧
に
描
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
母
子
像
の

正
体
が
不
明
で
あ
る
以
上
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
が
聖
母
マ
リ
ア
と
幼
児
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

を
讃
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
家
族
愛
を
表
し
て
い
る
の
か
、
何
か
の
概
念
を
表
す

の
か
判
断
が
つ
か
な
い
。
つ
ま
り
作
品
制
作
の
目
的
が
不
明
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
母

子
像
が
誰
あ
る
い
は
何
で
あ
る
か
を
示
す
こ
と
で
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
が
伝
え
た
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

シ
ャ
ガ
ー
ル
が
描
く
母
子
像
に
は
時
期
毎
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、
ロ
シ
ア
時

代
（
一
八
八
七
─
一
九
二
二
年
）
に
は
、
妻
ベ
ラ
と
娘
イ
ダ
を
描
い
て
い
る
。
一
例
と

し
て
、《
窓
辺
の
ベ
ラ
と
イ
ダ
》（
一
九
一
六
年
）（
図
2
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
シ
ャ
ガ
ー

ル
に
と
っ
て
、
ロ
シ
ア
に
い
た
時
期
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
暴
力
や
差
別
、
ロ
シ
ア

革
命
、
第
一
次
世
界
大
戦
、
美
術
学
校
で
の
抗
争
な
ど
が
起
き
た
、
決
し
て
平
和
な
時

代
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
一
九
一
五
年
の
結
婚
後
、
短
い
間
で
は
あ
る
が
、《
窓

辺
の
ベ
ラ
と
イ
ダ
》で
描
か
れ
た
と
お
り
の
平
穏
な
生
活
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、ナ
チ
ス
政
権
樹
立
後
の
フ
ラ
ン
ス
時
代
か
ら
ア
メ
リ
カ
亡
命
時
代（
一
九
三
三

─
一
九
四
八
年
）
に
か
け
て
顕
著
と
な
る
の
は
、
虐
殺
か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
母
子
像

で
あ
る
。《
白
い
磔
刑
》（
一
九
三
八
年
）（
図
3
）や《
黄
色
い
磔
刑
》（
一
九
四
三
年
）（
図

4
）
に
お
け
る
幼
児
を
抱
い
て
逃
げ
る
母
親
の
像
は
、
同
時
期
の
ユ
ダ
ヤ
人
芸
術
家
が

描
い
た
、
極
限
状
態
を
示
す
典
型
的
な
像（

註
１
）で

あ
る
。
母
子
像
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
犠
牲
者
で

あ
り
、
表
情
は
恐
怖
で
こ
わ
ば
っ
て
い
る（
図
5
、
図
6
）。

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
了
す
る
と
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
し
て
キ
リ
ス

ト
教
信
徒
共
同
体
の
た
め
に
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
堂
を
装
飾
す
る
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に

描
か
れ
た
の
は
聖
母
子
像
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
メ
ッ
ス（M

ets

）に
お
け
る
サ
ン
・

テ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
大
聖
堂
（Cathedral St.Etienne

）
の
た
め
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
（
図

7
）を
挙
げ
る
。

　

以
上
の
三
つ
の
特
徴
と
比
較
す
る
と
、《
母
と
子
》
の
母
子
像
は
、
消
去
法
で
考
え

れ
ば
、
一
番
目
の
ロ
シ
ア
時
代
の
妻
ベ
ラ
と
娘
イ
ダ
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。
二
番
目
の

フ
ラ
ン
ス
時
代
か
ら
ア
メ
リ
カ
亡
命
時
代
の
型
に
範
疇
分
け
す
る
に
は
、《
母
と
子
》

に
は
戦
争
を
思
わ
せ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
三
番
目
の
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

聖
母
子
像
に
分
類
す
る
こ
と
は
、
作
品
の
受
注
状
況
か
ら
考
え
て
不
可
能
で
あ
る
。
そ

う
な
る
と
、
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ロ
シ
ア
時
代
の
ベ
ラ
と
イ
ダ
の
像
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
だ
が
前
稿
で
述
べ
た
と
お
り
《
母
と
子
》
の
母
子
像
に
ベ
ラ
と
イ
ダ
の
特
徴
が

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
新
た
な
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
が
書
い
た
詩
「
私
の
母
」

（
一
九
三
〇
─
三
五
年
）
と
そ
の
挿
絵
で
あ
る
（
図
8
、
木
版
画
）。
挿
絵
の
初
出
は
、

筆
者
が
把
握
す
る
限
り
、「
私
の
母
」
が
掲
載
さ
れ
た
詩
集
『
詩
』
の
出
版
年
一
九
六
八

年
で
あ（

註
２
）る

。《
母
と
子
》
が
制
作
さ
れ
る
5
年
前
な
の
で
時
期
は
近
い
と
言
え
る
。
画

面
中
央
に
家
と
母
子
像
を
据
え
、
そ
の
周
辺
に
街
並
み
を
配
置
す
る
な
ど
、
構
図
上
の

共
通
点
も
多
い
。
つ
ま
り
「
私
の
母
」
の
母
子
像
の
正
体
が
《
母
と
子
》
を
読
み
解
く
鍵
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と
な
り
得
る
。

　

詩
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

私
の
母

も
し
お
前
が
私
の
母
な
ら
、
私
の
村
よ

お
前
の
息
子
は
遠
く
で
悲
し
ん
で
い
る

お
前
の
言
葉
は
全
く
聞
こ
え
な
い

私
の
絵
の
色
に
対
し
て

私
の
母
、
私
は
母
を
見
る

母
は
入
口
で
私
を
待
っ
て
い
た

母
は
私
に
遺
し
た

も
う
一
つ
の
、
曖
昧
な
運
命
を

も
し
お
前
が
私
の
母
な
ら
、
私
の
村
よ

私
は
よ
そ
者
の
ま
ま

お
前
は
雲
の
変
化
を
見
な
い

川
の
水
は
溶
け
る

私
の
母
は
戸
の
玄
関
先
で
待
っ
て
い
た

母
の
傍
で
私
は
希
望
を
学
ん
だ

母
は
胸
で
私
の
夢
を
育
ん
だ

昼
も
夜
も
母
は
私
の
た
め
に
祈
っ
て
い
た

M
A

 M
ÈRE

Si tu es m
a m

ére, m
a ville

T
on fils est en peine au loin

Il nʼentend pas un m
ot de toi

En réponse à m
es couleurs

M
a m

ére, je la vois 

Elle m
ʼattendait sur le seuil

Elle m
ʼa légué 

U
n autre sort, indistinct

Si tu es m
a m

ére, m
a ville

M
oi, je reste étranger

T
u ne vois pas le nuage changer

Les eaux des rivières fondre

M
a m

ére sur le pas de la porte attendait

Prés dʼelle jʼai appris lʼespoir 

D
e ses seins elle nourrissait m

es rêves 

Jour et nuit elle priait pour m （
註
３
）

oi
　

こ
の
よ
う
に
、
詩
「
私
の
母
」
に
お
い
て
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
、
自
分
の
母
親
と
故
郷

ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
、
遠
く
離
れ
た
フ
ラ
ン
ス
か
ら
思
い
を
つ
の
ら
せ

た
。
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
母
親
フ
ェ
イ
ガ
＝
イ
タ
は
一
九
三
一
年
に
は
亡
く
な
っ
て
い
る
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が
、
死
後
も
慕
う
気
持
ち
は
強（

註
４
）い

。
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
に
つ
い
て
も
特
に
晩
年
に
は
望
郷

の
念
が
強
く
な
っ
て
い
た
。「
私
の
母
」の
挿
絵
発
表
時
期
と
近
い
時
期
に
制
作
さ
れ
た
、

構
図
の
似
た
作
品
《
母
と
子
》
も
同
様
に
、
女
性
像
が
母
親
フ
ェ
イ
ガ
＝
イ
タ
で
あ
る

と
同
時
に
、
故
郷
を
表
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
女
性
像
は
、
寓
意
的
な
擬

人
像
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

前
稿
で
紹
介
し
た
、《
母
と
子
》
と
同
時
期
、
同
構
図
で
制
作
さ
れ
た
《
芸
術
家
》

（
一
九
七
二
年
）（
図
9
）
の
母
子
像
も
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
母
親
、
ヴ
ィ
テ
プ
ス
ク
そ
し
て

シ
ャ
ガ
ー
ル
自
身
を
表
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
主
題
が
母
親
と
故
郷
へ
の
愛
情
だ

か
ら
こ
そ
、
祖
国
へ
の
寄
贈
作
品
と
し
て
選
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。

註
１　

ユ
ダ
ヤ
人
芸
術
家
に
よ
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
主
題
の
作
品
に
お
い
て
母
子
像
が
主
要
な
像
だ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
マ
イ
ゼ
ル
ス
が
考
察
し
て
い
る（M

aisels 1993, pp.140-143

）。

註
２　

シ
ャ
ガ
ー
ル『
詩
』第
2
版
一
三
九
頁
注
よ
り
。

　
　
　

M
arc Chagall, PO

ÉM
ES, traduit par A

ssia Lassaigne, Philippe Jaccottet, 
Genève: Gérald Cram

er, 1975, p.139.

註
３　

Ibid., pp.55-56.

註
４　

Chagall 1931, p.32.（
邦
訳
18
頁
。）

図版一覧

図 1 マルク・シャガール《母と子》1973年頃　カンヴァス・油彩　63×46㎝
大分県立美術館蔵

図 2 マルク・シャガール《窓辺のベラとイダ》1916年　厚紙・油彩　56.5×45.0㎝　個人蔵
『マルク・シャガール展』目録、日本テレビ放送網、2002年、58頁。

図 3

マルク・シャガール《白い磔刑》1938年　カンヴァス・油彩　155.0×139.5㎝　
シカゴ美術研究所蔵
インゴ・F・ヴァルター、ライナー・メッツガー編、はまみつお訳『マルク・シャガール－詩としての絵画』
ベネディクト・タッシェン出版、1993年、63頁。

図 4
マルク・シャガール《黄色い磔刑》1943年　カンヴァス・油彩　140×101㎝　ジョルジュ・ポンピドゥ・セ
ンター、国立近代美術館蔵

『マルク・シャガール展』目録、日本テレビ放送網、2002年、91頁。

図 5 マルク・シャガール《白い磔刑》部分図
Duchen 1998, p.230.

図 6 マルク・シャガール《黄色い磔刑》部分図
Duchen 1998, p.243.

図 7 マルク・シャガール　メッス　サン・テティエンヌ大聖堂ステンドグラス　北側翼廊の窓　部分図　1963年　
著者撮影（2009年）

図 8 マルク・シャガール「私の母」挿絵
Marc Chagall, POÉMES, traduit par Assia Lassaigne, Philippe Jaccottet, Genève: Gérald Cramer, 1975, p.57.

図 9 マルク・シャガール《芸術家》 1972年　紙にグアッシュ　69.2×50.7㎝　トレチャコフ美術館蔵 
Шагал 2005, ил.174.
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図１　マルク・シャガール
《母と子》
1973年頃
カンヴァス・油彩
63×46㎝
大分県立美術館蔵

図２　マルク・シャガール
《窓辺のベラとイダ》
1916年
厚紙・油彩
56.5×45.0㎝
個人蔵

図３　マルク・シャガール
《白い磔刑》
1938年
カンヴァス・油彩
155.0×139.5㎝
シカゴ美術研究所蔵
部分図

図４　マルク・シャガール
《黄色い磔刑》
1943年
カンヴァス・油彩
140×101㎝
ジョルジュ・ポンピドゥ・
センター、
国立近代美術館蔵
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図５　マルク・シャガール
《白い磔刑》
部分図

図７　マルク・シャガール
メッス
サン・テティエンヌ大聖堂
ステンドグラス
北側翼廊の窓
部分図
1963年
著者撮影（2009年）

図８　マルク・シャガール
「私の母」
挿絵

図６　マルク・シャガール
《黄色い磔刑》
部分図
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図９　マルク・シャガール
《芸術家》
1972年
紙にグアッシュ
69.2×50.7㎝
トレチャコフ美術館蔵
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倉
智
久
美
子
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て　
利
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り�

木
藤　

野
絵

は
じ
め
に

　

２
０
１
８
年
12
月
8
日（
土
）か
ら
２
０
１
９
年
1
月
20
日（
日
）ま
で
、「
現
代
ア
ー

ト
の
宝
箱 

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｍ
利
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」展
を
開
催
し
た
。
同
展
は
、
現
代
ア
ー
ト

コ
レ
ク
タ
ー
の
利
岡
誠
夫
氏
が
収
集
し
、
２
０
１
３
年
に
大
分
県
へ
寄
贈
し
た
４
０
０

点
を
越
え
る
作
品
か
ら
約
２
５
０
点
を
選
出
し
紹
介
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
寄
贈
作
品

総
数
の
過
半
数
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
利
岡
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
全
体
像
を
提
示
す
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
っ
た
。

　

展
示
室
で
は
、
約
２
５
０
点
を
10
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
た
。
現
代
美
術
の
歴
史
を

踏
ま
え
た
セ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
れ
ば
、
利
岡
氏
が
強
い
興
味
を
示
し
た
人
物
表
現
、
例
え

ば「
顔
」を
描
い
た
作
品
や
、「
本
」に
焦
点
を
あ
て
た
作
品
な
ど
、
共
通
す
る
モ
テ
ィ
ー

フ
に
注
目
し
た
セ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
っ
た
。
ま
た
利
岡
氏
が
身
近
に
置
い
て
愛
で
た
で
あ

ろ
う
作
品
を
、
私
の
推
測
も
含
め
て
選
ん
だ
セ
ク
シ
ョ
ン
や
、
交
流
の
あ
っ
た
作
家
の

作
品
を
手
紙
な
ど
と
と
も
に
展
示
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
区
分
で
展

観
し
た
。

　

展
示
の
中
間
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
数
々
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
緩
や
か
に
接
続
す
る
よ

う
に
設
け
た
の
が
、
利
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
で
も
太
い
幹
を
成
し
て
い
る
「
ミ
ニ

マ
リ
ズ
ム
」
的
な
作
品
群
で
あ
る
。
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド
、
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
イ
マ
ン
、

ア
グ
ネ
ス
・
マ
ー
テ
ィ
ン
、
桑
山
忠
明
。
化
学
者
で
あ
っ
た
利
岡
氏
に
は
、
分
析
的
で

ミ
ニ
マ
ル
な
作
品
を
好
む
傾
向
が
あ
っ
た
。
錚
々
た
る
面
々
の
な
か
で
、
活
動
は
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
の
認
知
度
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
低
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
含
ま

れ
て
お
り
、
単
に「
イ
ズ
ム
」に
括
れ
な
い
多
様
性
に
気
付
か
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
ア
ラ
ン
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
と
い
う
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
作
家
。
規
則
的
な
鉛

筆
の
線
の
集
積
を
描
き
込
む
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
主
と
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
。
紙
、

キ
ャ
ン
バ
ス
、
木
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
支
持
体
の
他
、
建
築
の
壁
面
へ
直
接
描
き
込
む
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
数
多
い
。
２
０
１
３
年
に
は
テ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
の
カ
フ
ェ
の

天
井
に
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
行
う
が
、
弱
い
筆
圧
で
均
一
に
繰
り
返
さ
れ
る
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
は
遠
目
に
は
グ
レ
ー
の
面
と
な
り
、
カ
フ
ェ
の
利
用
者
か
ら
は
梁
の
影
の
よ
う
に
し

か
見
え
な
い
ほ
ど
繊
細
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

利
岡
氏
は
ア
ラ
ン
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
作
品
を
80
年
代
に
購
入
し
て
お
り
、《Jo

87 

P-2

》は
左
半
分
が
支
持
体
で
あ
る
木
製
パ
ネ
ル
の
ま
ま
、
右
半
分
が
白
地
に
ド
ロ
ー
イ

1　Alan Johnston （アラン・ジョンストン）
　（左）《Jo 87 P-2》1987年、鉛筆、油彩、木
　　　 42.5×26.3×1.8㎝、大分県立美術館蔵
　（右）《Jo 89 P-3》1989年、油彩、キャンバス
　　　 60.5×45.5㎝、大分県立美術館蔵

2　Alan Johnston《Jo 87 P-2》拡大写真
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ン
グ
が
施
さ
れ
た
も
の
、《Jo

89 P-3

》
は
白
と
黒
の
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
油
彩
で
あ
る
。

《Jo
87 P-2

》
に
は
、
ア
ラ
ン
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
が
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る
、
縦
と
横

の
ジ
グ
ザ
ク
を
繰
り
返
す
鉛
筆
の
筆
致
が
密
集
し
て
あ
り
、
神
経
の
震
え
を
喚
起
さ
せ

る
、
手
触
り
の
あ
る「
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
」で
あ
る
。

　

ア
ラ
ン
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
と
並
ん
で
、
倉
智
久
美
子
と
い
う
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
作
品
を
2
点
展
示
し
た
。
真
っ
白
な
パ
ネ
ル
の
作
品
と
、
ス
ト
ラ
イ
プ
が
描
か
れ
た

紙
の
作
品
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
簡
素
で
ス
ト
イ
ッ
ク
な
作
品
で
あ
る
。
利
岡
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
通
し
て
出
会
う
ま
で
、
私
は
倉
智
久
美
子
と
い
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
知
ら
な

か
っ
た
。
今
回
は
、
こ
の
作
家
に
つ
い
て
、
利
岡
氏
旧
蔵
の
作
品
と
作
家
資
料
を
軸
に
、

以
下
の
構
成
に
従
っ
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

⑴ 

作
家
に
つ
い
て

⑵ 「
は
じ
ま
り
の
白
い
角
形
」

⑶ 

白
い
角
形
の
作
品　

⑷ 

白
の
絵
画
を
め
ぐ
っ
て

⑸ 

ス
ト
ラ
イ
プ
の
作
品

⑹ 

ド
イ
ツ
へ
の
憧
憬

⑺ 

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

⑻ 

透
明
の
作
品

⑴ 

作
家
に
つ
い
て

　

倉
智
久
美
子
は
１
９
５
５
年
大
阪
府
生
ま
れ
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
西
洋

画
科
を
卒
業
し
た
後
、
90
年
代
半
ば
よ
り
作
家
活
動
を
展
開
し
た
。
京
都
造
形
芸
術
大

学
非
常
勤
講
師
の
傍
ら
、
国
内
外
で
発
表
の
機
会
を
増
や
し
、
98
年
に
は
ミ
ニ
マ
リ
ズ

ム
の
巨
匠
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド
が
テ
キ
サ
ス
州
マ
ー
フ
ァ
に
設
立
し
た
チ
ナ
テ
ィ
財

団
で
滞
在
制
作
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
０
年
に
文
化
庁
派
遣
芸
術
家
在
外
研
修

員
と
し
て
ド
イ
ツ
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
留
学
。
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
デ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
。

　

倉
智
は
一
貫
し
て
、
木
製
パ
ネ
ル
や
樹
脂
な
ど
の
パ
ネ
ル
に
白
黒
や
原
色
を
施
し
た
、

シ
ン
プ
ル
で
緊
張
感
の
あ
る
作
品
を
手
が
け
て
い
る
。
利
岡
氏
と
は
、
特
に
90
年
代
後

半
か
ら
交
流
が
あ
り
、
個
展
の
案
内
や
報
告
に
加
え
て
、
自
身
の
活
動
を
紹
介
す
る
た

め
に
、
ま
と
ま
っ
た
長
さ
の
テ
キ
ス
ト
を
利
岡
氏
へ
送
っ
て
い
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
へ
向

か
っ
て
か
ら
も
、近
況
報
告
と
と
も
に
、ド
イ
ツ
で
の
個
展
の
冊
子
な
ど
を
送
っ
て
い
る
。

　

利
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
倉
智
久
美
子
の
作
品
が
4
点
含
ま
れ
て
い
る
。
展
覧
会
で

は
こ
の
う
ち
、
白
い
パ
ネ
ル
と
ス
ト
ラ
イ
プ
が
描
か
れ
た
紙
の
作
品
、
計
2
点
を
展
示

3　倉智久美子 《無題》2点、大分県立美術館蔵
　（左）1997年、彩色、紙、52.0×39.0㎝
　（右）1997年、顔料、木製パネル
　　　 60.0×41.5×5.0㎝

－ 33 －－ 33 －



し
た
。
い
ず
れ
も
作
家
の
活
動
初
期
、
１
９
９
７
年
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
他

の
2
点
は
、
ア
ク
リ
ル
樹
脂
に
よ
る
作
品
が
1
点
、
リ
ト
グ
ラ
フ
が
1
点
で
あ
る
。
さ

ら
に
利
岡
氏
旧
蔵
の
資
料
の
中
に
、
１
９
９
７
年
頃
に
倉
智
が
執
筆
し
た
文
章
が
含
ま

れ
て
い
た
。
長
編
が
1
つ
、
短
編
が
2
つ
、
い
ず
れ
も
作
家
自
身
が
印
刷
・
製
本
し
て

い
る
。
今
回
、
特
に
「
は
じ
ま
り
の
白
い
角
形
」
と
題
さ
れ
た
長
編
の
文
章
を
紹
介
し

た
い
。

　

こ
の
文
章
は
現
在
、
倉
智
久
美
子
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
と
し
て
ド
イ
ツ
語
の
み
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
執
筆
当
時
は
、
お
そ

ら
く
は
、
画
廊
主
や
評
論
家
、
コ
レ
ク
タ
ー
な
ど
、
倉
智
が
信
頼
を
お
く
ご
く
一
部
の

者
に
対
し
て
差
し
出
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。「
は
じ
ま
り
の
白
い
角
形
」
で
は
、

作
家
の
学
生
時
代
か
ら
執
筆
時
ま
で
の
制
作
の
苦
悩
や
背
景
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
ま
る

で
小
説
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
文
体
は
夢
想
的
な
部
分
も
あ
り
、
自
伝
を
越

え
た
奥
行
き
の
あ
る
文
章
で
あ
る
。

　

倉
智
久
美
子
の
仕
事
は
、
ご
く
簡
単
に
言
え
ば
、「
ミ
ニ
マ
ル
」か
つ「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
」
な
作
品
で
あ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
を
読
む
と
、
こ
の
作
家
が
常
に
多
く
の
、
時
に

感
情
的
で
時
に
恣
意
的
な
言
葉
に
よ
る
説
明
を
制
作
の
根
幹
に
据
え
て
い
る
こ
と
や
、

表
面
的
に
作
品
を
見
た
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
豊
か
な
想
像
の
膨
ら
み
が
制
作
の
背
後

に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
テ
キ
ス
ト
に
書
か
れ
た
倉
智
の
言
葉
や
、
近
年
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
倉
智
久
美
子
の
創
作
を
紐
解
い
て
い
き
た
い
。

⑵ 「
は
じ
ま
り
の
白
い
角
形
」

　
「
現
代
ア
ー
ト
の
宝
箱
」
展
で
の
出
品
作
品
2
点
は
、
倉
智
が
１
９
９
７
年
に
制
作

し
た
作
品
で
あ
る
。
倉
智
は
作
品
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
な
い
こ
と
が
多
い
。
い
ず
れ
も

無
題
の
た
め
、
こ
こ
で
は
区
別
の
た
め
に
、
白
い
作
品
を
［
Ａ
］、
ス
ト
ラ
イ
プ
が
施

さ
れ
た
作
品［
Ｂ
］と
す
る
。［
Ａ
］は
木
の
パ
ネ
ル
の
縁
か
ら
約
１
・７
㎝
だ
け
木
の
部

分
を
残
し
、
そ
れ
以
外
が
白
で
塗
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。［
Ｂ
］
は
、
茶
色
に
彩
色
さ

れ
た
紙
に
白
い
ス
ト
ラ
イ
プ
が
縦
と
横
に
数
本
引
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
こ
ち
ら
が
拍
子
抜
け
す
る
ほ
ど
「
ミ
ニ
マ
ル
」
な
作
品
で
あ
る
。
特
に
、

［
Ａ
］
は
真
っ
白
の
何
ら
表
象
の
な
い
画
面
に
戸
惑
い
を
覚
え
る
し
、
い
ざ
近
づ
い
て

も
こ
ち
ら
を
跳
ね
返
す
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
。
何
を
表
現
し
て
い
る
の
か
と
い
う
よ

り
も
、
ま
ず
、
こ
れ
は
何
な
の
か
、
と
い
う
難
問
に
ぶ
ち
当
た
る
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
の
参
加
者
か
ら
は
、
障
子
紙
と
桟
の
よ
う
だ
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
感
想
も
あ
っ
た
が
、

何
か
を
連
想
さ
せ
る
隙
す
ら
な
い
よ
う
だ
。

　

作
品
理
解
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
、
１
９
９
７
年
9
月
に
倉
智
氏
が
書
い

た
長
編
の
文
章
、「
は
じ
ま
り
の
白
い
角
形
」
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
、
４
０
０
字
詰

め
の
ワ
ー
プ
ロ
タ
イ
プ
が
62
ペ
ー
ジ
も
続
く
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
長
い「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」

が
あ
り
、
続
い
て
「
本
文
」
が
あ
る
。「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
は
、
１
９
７
０
年
代
に
美
大
受

験
の
た
め
に
木
炭
や
鉛
筆
の
デ
ッ
サ
ン
を
繰
り
返
し
て
い
た
日
々
の
回
想
が
続
く
。「
本

文
」
で
は
執
筆
し
た
時
点
か
ら
近
い
過
去
や
現
在
の
倉
智
の
活
動
と
考
察
が
綴
ら
れ
て

い
る
。

　

デ
ッ
サ
ン
に
明
け
暮
れ
る
学
生
の
倉
智
は
、
描
く
対
象
で
あ
る
静
物
の
「
近
さ
・
遠

さ
」「
光
と
影
」「
空
間
」と
い
っ
た
要
素
に
引
き
込
ま
れ
て
い
た
、と
書
い
て
い
る

（
（

（
註

。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
倉
智
久
美
子
が
生
ま
れ
る
ま
で
の
前
史
に
あ
た
る
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
に
は
、

他
に
も
、
倉
智
が
後
に
制
作
に
お
い
て
重
視
す
る
こ
と
に
な
る
本
質
的
な
コ
ン
セ
プ
ト

が
登
場
す
る
。
そ
れ
が「
時
間
」で
あ
る
。

　
「
は
じ
ま
り
の
白
い
角
形
」の
冒
頭
は
、
１
９
８
０
年
代
に
河
原
温
の
作
品
と
出
会
っ

た
回
想
か
ら
始
ま
る
。
河
原
温
の
1
点
が
、
画
家
が
制
作
し
た
1
日
と
い
う
時
間
と

イ
コ
ー
ル
の
関
係
に
あ
る
こ
と
、
絵
画
に
「
時
間
」
が
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、

倉
智
は
強
い
感
興
を
覚
え
た

（
（

（
註

。
河
原
温
の
作
品
へ
の
憧
憬
は
、
学
生
時
代
に
仕
上
が
っ

た
デ
ッ
サ
ン
に
所
要
時
間
を
記
入
し
、
そ
の
「
時
間
」
を
慈
し
ん
だ
自
身
の
姿
と
重
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な
（
（

（
註

る
。

　

や
が
て
「
本
文
」
に
進
む
と
、
倉
智
の
創
作
活
動
に
つ
い
て
の
語
り
か
ら
始
ま
っ
て
、

芸
術
の
意
味
や
「
ミ
ニ
マ
ル
」
に
つ
い
て
の
考
察
、
90
年
代
に
新
し
い
作
風
に
至
っ
た

経
緯
や
、
そ
の
後
の
数
年
間
の
作
品
制
作
の
背
景
に
あ
る
思
考
が
、
ス
ケ
ッ
チ
や
図
版

な
ど
と
と
も
に
続
い
て
い
く
。
こ
こ
で
、
利
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
［
Ａ
］
タ

イ
プ
の
作
品
が
生
ま
れ
た
状
況
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。「
本
文
」
の
前
半
部
分
を
見
て

い
こ
う
。

　

１
９
９
１
年
、
好
き
だ
っ
た
デ
ッ
サ
ン
も
し
な
く
な
り
、
制
作
の
方
向
性
を
見
失
い

か
け
て
い
た
倉
智
は
、
手
に
入
れ
た
白
木
の
パ
ネ
ル
を
前
に
、
白
い
画
用
紙
に
向
か
う

の
と
同
じ
新
鮮
な
気
持
ち
を
回
復
す
る
。
そ
し
て
「
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
」
の
状
態
か
ら
何

か
を
生
も
う
と
苦
悩
す
る
。
し
ば
ら
く
は
木
の
パ
ネ
ル
そ
の
も
の
を
、
た
だ
ひ
た
す
ら

眺
め
て
い
た
そ
う
だ
。
た
っ
た
一
枚
の
パ
ネ
ル
を
前
に
、
ど
う
や
っ
て
そ
れ
を
芸
術
と

呼
べ
る
も
の
に
す
る
の
か
、
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
た

（
（

（
註

。

　

倉
智
は
よ
う
や
く
一
つ
の
回
答
に
た
ど
り
つ
い
た
。
木
の
パ
ネ
ル
の
輪
郭
と
な
る
辺

の
み
塗
り
残
し
、
他
の
部
分
を
下
地
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
白
の
ジ
ェ
ッ

ソ
で
塗
っ
た
。
パ
ネ
ル
を
手
に
入
れ
て
か
ら
一
年
半
が
経
っ
て
、「
作
品
」
が
生
ま

れ
た
。「
少
な
く
と
も
自
分
は
、
見
て
も
見
て
も
そ
れ
に
飽
き
な
い
と
い
う
こ
と
が

解
っ
た
と
き
、
よ
う
や
く
ほ
っ
と
し
て
、
そ
れ
を
作
品
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
た
」
と
い

（
（

（
註

う
。

１
９
９
２
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
デ
ッ
サ
ン
の
時
の
白
い
画
用
紙
と
同
じ
く
、
何

も
な
い
、
真
っ
白
の
面
で
あ
っ
た
。　

　
「
鉛
筆
や
木
炭
で
、
デ
ッ
サ
ン
を
し
て
い
る
間
に
想
起
さ
せ
ら
れ
た
も
の
の
す
べ
て

を
、
わ
た
し
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
（

（
註

」
と
倉
智
は
言
う
。「
あ
の
時
見
て
い
た
の

は
対
象
で
は
な
か
っ
た
。
対
象
を
越
え
て
在
る
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
の
意
味
で
あ
っ

た
。

（
（

（
註」「

あ
の
時
の
よ
う
に
無
限
に
接
す
る
、
あ
の
時
の
よ
う
に
遠
く
へ
も
行
く
、
あ
の

時
の
よ
う
に
近
づ
い
て
く
る
、
あ
の
時
の
よ
う
に
永
遠
に
近
づ
く（

註
８
）」

よ
う
な
、
意
味
と

空
間
を
生
む
も
の
を
、
学
生
時
代
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
真
摯
さ
で
、
倉
智
は
追
い
求
め
た
。

　

白
一
色
の
パ
ネ
ル
は
、
倉
智
の
自
己
と
の
対
話
の
ひ
と
つ
の
帰
結
で
あ
り
、「
長
い

間
の
、
角
形
へ
の
思
慕
で
あ
っ
た
。
角
形
は
無
で
あ
り
、
無
限
で
あ
っ
た
。

（
（

（
註」

と
語
る
。

デ
ッ
サ
ン
の
時
に
目
の
前
に
広
げ
ら
れ
た
白
い
画
用
紙
と
等
し
く
、
倉
智
が
手
を
加
え

て
作
り
上
げ
た
「
白
い
角
形
は
、
美
し
い
形
で
あ
る
。
そ
の
形
自
体
が
心
を
沈
め
、
い

つ
の
ま
に
か
思
慮
深
く
さ
せ
る
」の
だ

（
（註

（
註

。

　

テ
キ
ス
ト
の
途
中
で
、
自
ら
の
作
品
考
に
挟
ま
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ン
ド
ア
ー
ト

の
巨
匠
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
デ
・
マ
リ
ア
が
登
場
す
る
。
倉
智
は
97
年
4
月
に
、
ニ
ュ
ー

メ
キ
シ
コ
へ
赴
き
、
デ
・
マ
リ
ア
か
の
有
名
な
、
荒
野
に
避
雷
針
を
立
て
、
雷
が
落
ち

る
自
然
現
象
を
自
ら
の
作
品
と
し
た
、
壮
大
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
ラ
イ
ト
ニ
ン

グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
」を
訪
れ
る
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
デ
・
マ
リ
ア
の「
作
品
」の
、
芸
術
の

根
幹
に
あ
る
造
形
す
ら
捨
て
て
、
不
毛
と
も
思
わ
れ
る
行
為
の
果
て
に
、
世
界
の
新
た

な
意
味
を
開
示
せ
ん
す
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
た
と
書
い
て
い
る

（
（註

（
註

。　

　

倉
智
は
、
作
品
が
完
成
形
に
至
る
ま
で
の
間
、
白
と
い
う
「
無
」
に
向
か
い
合
い
な

4　倉智久美子 《無題》
　  1997年
　  顔料
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が
ら
、「
無
限
の
可
能
性
」
の
到
来
に
期
待
し
つ
つ
、
絶
え
ず
自
己
の
表
現
の
在
り
方

を
問
い
続
け
た
。
倉
智
は
デ
・
マ
リ
ア
の
「
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
」
が
ひ
た

す
ら
落
雷
を
待
つ
し
か
な
い
よ
う
に
、
能
動
的
に
生
み
出
す
よ
り
も
む
し
ろ
「
出
現
」

す
る
美
の
在
り
方
に
、
自
ら
の
作
品
と
の
共
鳴
を
見
出
す
。
芸
術
と
は
何
な
の
か
、
芸

術
体
験
と
そ
れ
に
費
や
さ
れ
る
時
間
の
関
係
な
ど
、
エ
ン
ド
レ
ス
に
生
ま
れ
て
く
る
根

源
的
な
問
い
か
け
こ
そ
が
倉
智
の
制
作
の
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。

　

要
す
る
に
、
倉
智
に
と
っ
て
の
芸
術
と
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
心
の
中
で
延
々
と

続
く
無
限
の
問
い
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
作
家
自
身
は
、「
も
し
も
、
わ
た
し
が
、

技
法
と
言
え
る
も
の
を
持
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
た
ぶ
ん
、
永
遠
に
そ
れ
は
何
か

と
問
う
こ
と
で
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
語
っ
て
い
る

（
（註

（
註

。
ま
た
作
品
は
「
折
り
重
な

る
問
い
の
形
で
あ
る
」と
形
容
す
る

（
（註

（
註

。

　

制
作
が
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、長
い
沈
黙
の
末
に
生
み
出
さ
れ
た
、一
人
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
と
て
も
ナ
イ
ー
ブ
で
、
ど
こ
か
痛
々
し
く
も
あ
る
白
一
色
の
作
品
を
、
利
岡
氏

は
一
体
ど
う
思
い
、
購
入
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
や
、
故
人
の
資
料
か
ら
だ
け
で

は
推
し
計
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
利
岡
氏
も
作
家
本
人
の
言
葉
で
綴
ら
れ
た
テ
キ
ス

ト
を
読
み
、
こ
の
一
人
の
表
現
者
の
精
神
世
界
を
誠
実
に
受
け
止
め
た
の
だ
ろ
う
。

⑶ 

白
い
角
形
の
作
品

　

そ
れ
に
し
て
も
、
倉
智
は
「
角
形
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
が
、
こ
の
言
葉
は
あ
ま
り

聞
き
慣
れ
な
い
。「
か
く
が
た
」
と
読
み
、
封
筒
の
規
格
で
角
形
7
号
な
ど
と
い
う
時

に
使
わ
れ
る
。
意
味
は
単
純
に
四
角
の
こ
と
で
あ
る
。
美
術
で
は
「
矩
形
」
と
い
う
言

葉
は
よ
く
使
わ
れ
る
が
、
倉
智
は
あ
え
て「
角
形
」と
い
う
言
葉
を
使
う
。
矩
形
よ
り
も
、

ど
こ
と
な
く
、
立
体
に
展
開
さ
れ
る
も
の
、
自
ら
選
択
す
る
こ
と
な
く
与
え
ら
れ
た
寸

法
の
も
の
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

作
品
［
Ａ
］
の
支
持
体
と
な
っ
て
い
る
木
の
パ
ネ
ル
は
、
厚
み
の
あ
る
一
枚
の
板
で

は
な
く
、
木
材
パ
ー
ツ
を
組
み
合
せ
て
作
ら
れ
た
箱
型
の
構
造
物
で
あ
る
。
表
面
の
板

に
、
側
面
の
4
枚
の
板
が
継
い
で
あ
る
。
91
年
に
ア
ト
リ
エ
の
改
修
を
行
っ
て
い
た
倉

智
が
、
ド
ア
を
作
っ
た
建
具
屋
に
厚
さ
5
㎝
の
パ
ネ
ル
を
作
る
よ
う
に
発
注
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
こ
う
し
た
支
持
体
の
使
用
が
始
ま
っ
た
。

　
［
Ａ
］
の
エ
ッ
ジ
か
ら
数
セ
ン
チ
の
箇
所
に
、
木
の
継
ぎ
目
が
見
え
、
四
つ
の
角
は

額
縁
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
（
図
５
）。
正
対
す
る
面
に
は
、
サ
イ
ド
の
継
ぎ

目
よ
り
も
エ
ッ
ジ
側
ま
で
、
白
が
刷
毛
で
塗
ら
れ
て
い
る
。「
額
」
と
「
絵
」
の
呼
応
関

係
が
想
起
さ
れ
、
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
が
引
き
起
こ
さ
れ
も
す
る
。
し
か
し
細
部
か
ら
全

体
に
視
線
を
移
す
と
、
再
び
真
っ
白
の
面
と
枠
の
関
係
に
戻
り
、
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
は

消
え
て
ゆ
く
。　

　

刷
毛
の
進
む
方
向
に
は
不
規
則
な
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
で
機
械
的
に
塗

ら
れ
た
の
で
は
な
い
、
画
家
の
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
マ
チ
エ
ー
ル
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
あ
ま
り
意
図
的
で
は
な
い
ラ
フ
な
筆
致
だ
。
エ
ッ
ジ
の
塗

り
残
し
は
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
な
ど
で
防
い
だ
と
思
わ
れ
る
。 

「
端
の
、
塗
り
残
し
た
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木
の
部
分
は
、
そ
れ
そ
の
も
の
の
形
で
あ
り
、
白
い
部
分
は
そ
の
形
で
は
な
い
部
分
を

示
す
。

（
（註

（
註」と

倉
智
は
言
う
。

　

白
壁
の
上
に
展
示
し
た
と
き
、
パ
ネ
ル
の
白
が
壁
の
白
と
同
化
す
る
と
、
パ
ネ
ル
の

形
そ
の
も
の
を
示
す
エ
ッ
ジ
は
、
空
間
を
切
り
取
る
枠
の
よ
う
に
も
見
え
る
こ
と
も
あ

る
。「
彫
刻
を
指
向
す
る
絵
画
の
よ
う
に
も
見
え
る
し
、
絵
画
を
指
向
す
る
彫
刻
の
よ

う
に
も
見
え
る
」
と
作
家
は
描
写
す
る

（
（註

（
註

。「
作
品
」
を
壁
に
掛
け
る
と
、
パ
ネ
ル
の
物
理

的
な
構
造
が
前
景
化
し
、
壁
か
ら
立
ち
上
が
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

単
体
で
も
豊
か
な
視
覚
効
果
の
あ
る
［
Ａ
］
の
作
品
を
、
倉
智
は
複
数
並
べ
て
、
効

果
の
違
い
を
試
し
た
。
2
点
で
あ
れ
ば
壁
の
角
を
挟
ん
で
隣
り
合
わ
せ
、
3
点
以
上
で

あ
れ
ば
床
に
置
い
て
並
べ
た
り
、複
数
の
内
1
点
だ
け
縦
横
を
変
え
て
み
た
り
と
、様
々

に
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
作
品
は
、見
る
角
度
、壁
の
高
さ
や
幅
な
ど
、シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
応
じ
て
、
異
な
る
表
情
を
空
間
に
も
た
ら
す
、
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
っ
た

（
（註

（
註

。

　

倉
智
氏
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
現
在
こ
の
［
Ａ
］
タ
イ
プ
の
作
品
は
、

"M
alerei (Painting)"

で
は
な
く
、"O

bjekte (O
bject)"

と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。

絵
画
的
で
も
あ
り
、
彫
刻
的
で
も
あ
る
、
両
義
的
な
性
質
を
持
つ
こ
の
作
品
は
、
単
一

で
成
り
立
つ
だ
け
で
な
く
、
複
数
で
視
覚
的
効
果
を
生
む
た
め
、「
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う

（
（註

（
註

。

⑷ 

白
の
絵
画
を
め
ぐ
っ
て 

　

倉
智
の
白
の
作
品
［
Ａ
］
に
つ
い
て
、
制
作
背
景
、
構
造
や
効
果
を
詳
述
し
た
。
こ

こ
で
白
の
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
絵
画
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
カ
シ
ミ
ー
ル
・
マ
レ
ヴ
ィ
ッ

チ
の
「
白
の
上
の
白
」
に
は
じ
ま
り
、
ピ
エ
ロ
・
マ
ン
ゾ
ー
ニ
、
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
イ
マ

ン
、
エ
ル
ズ
・
ワ
ー
ス
ケ
リ
ー
、
日
本
で
は
、
山
田
正
亮
、
五
十
嵐
彰
雄
な
ど
が
白
い

顔
料
を
主
に
し
た
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
作
品
を
手
が
け
て
き
た
。
倉
智
の
白
の
シ
リ
ー
ズ
の
、

エ
ッ
ジ
に
描
く
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
ユ
ニ
ッ
ト
性
を
考
え
る
時
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性

画
家
、Jo Baer （
ジ
ョ
ー
・
ベ
ー
ア
） 

が
思
い
浮
か
ん
だ
。

　

ジ
ョ
ー
・
ベ
ー
ア
は
１
９
５
０
年
代
末
か
ら
60
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ク
・

ス
テ
ラ
、ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド
ら
が
、「
ミ
ニ
マ
ル
」な
作
品
を
発
表
し
た
時
代
、ア
ン
・

ト
ゥ
ル
ー
イ
ッ
ト
や
ジ
ュ
デ
ィ
・
シ
カ
ゴ
ら
と
並
び
男
性
中
心
の
業
界
で
活
躍
し
た
数

少
な
い
女
性
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
。
彼
女
は
、
絵
画
を
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て

見
な
し
て
重
要
視
し
な
か
っ
た
ジ
ャ
ッ
ド
ら
に
対
し
て
、
一
貫
し
て
絵
画
を
擁
護
す
る

立
場
を
と
っ
た

（
（註

（
註

。

　

ジ
ョ
ー
・
ベ
ー
ア
の
60
年
代
後
半
の
絵
画
は
、
白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
の
エ
ッ
ジ
が
黒
く

塗
ら
れ
、
あ
た
か
も
黒
い
額
縁
に
白
の
面
が
あ
る
だ
け
に
見
え
る
も
の
や
、
黒
が
キ
ャ

ン
バ
ス
の
両
脇
に
ぐ
る
り
と
塗
ら
れ
て（w

raparound

し
て
）い
る
も
の
な
ど
、
実
験

的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
大
き
く
広
が
る
空
白
は
、
観
る
者
を
困
惑
さ
せ
た
。
作
品
は
し

ば
し
ば
2
枚
以
上
の
セ
ッ
ト
で
並
べ
ら
れ
、
作
家
は
隙
間
の
間
隔
も
指
定
し
た

（
（註

（
註

。

　

ジ
ョ
ー
・
ベ
ー
ア
が
、
空
白
を
提
示
す
る
こ
と
で
描
く
こ
と
や
見
る
こ
と
の
広
が
り
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を
提
示
し
、
ま
た
エ
ッ
ジ
に
工
夫
を
施
す
こ
と
で
絵
画
に
お
い
て
隠
れ
が
ち
な
部
分
を

よ
り
可
視
化
し
た
点
は
、
倉
智
の
作
品
［
Ａ
］
に
も
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
鑑
賞
の
多
視

点
化
、
作
品
の
単
位
化
と
い
う
点
も
、
地
域
を
隔
て
て
二
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
共
通

す
る
。

　

ジ
ャ
ッ
ド
を
批
判
し
た
こ
と
に
よ
り
ア
ー
ト
・
ワ
ー
ル
ド
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
阻

害
さ
れ
た
ジ
ョ
ー
・
ベ
ー
ア
は
そ
の
後
作
風
を
一
転
さ
せ
、
人
や
馬
な
ど
の
モ
テ
ィ
ー

フ
を
ア
ナ
モ
ル
フ
ィ
ッ
ク
な
形
態
に
よ
る
幻
想
的
な
作
品
を
描
く
よ
う
に
な
り
、「
ミ

ニ
マ
ル
」
な
抽
象
に
戻
ら
な
か
っ
た
。
ジ
ョ
ー
・
ベ
ー
ア
は
あ
く
ま
で
も
絵
画
を
制
作

の
根
幹
に
見
据
え
、
生
涯
絵
を
描
き
続
け
た
。
彼
女
の
長
く
は
な
い
「
ミ
ニ
マ
ル
」
時

代
の
作
品
は
、メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
か
ら
は
外
れ
た
も
の
の
、示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ

た
。

⑸ 

ス
ト
ラ
イ
プ
の
作
品

　

倉
智
の
作
品
考
に
戻
る
。
白
の
作
品
に
続
い
て
、
次
に
ス
ト
ラ
イ
プ
の
作
品
［
Ｂ
］

に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
作
品
で
は
、
茶
色
の
顔
料
が
薄
く
均
一
に
塗
ら
れ
た

紙
を
支
持
体
に
、
上
半
分
に
は
縦
、
下
半
分
に
横
の
ス
ト
ラ
イ
プ
が
描
か
れ
て
い
る
。

一
方
向
で
な
い
ス
ト
ラ
イ
プ
は
、
区
切
り
よ
く
並
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
一
部
は
画

面
の
端
で
中
断
さ
れ
て
い
る
。［
Ｂ
］
の
下
半
分
で
は
、
一
番
下
に
ス
ト
ラ
イ
プ
の
白

が
わ
ず
か
に
の
ぞ
き
、
上
半
分
で
は
左
右
の
端
で
ス
ト
ラ
イ
プ
が
半
分
で
切
れ
て
い
る
。

　

白
の
塗
り
方
を
見
る
と
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
な
ど
で
直
線
を
固
定
し
た
形
跡
は
あ

る
も
の
の
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
調
整
し
た
よ
う
な
筆
触
の
揺
ら
ぎ
が
あ

る
。
ま
た
、
箱
型
の
額
の
凹
面
に
直
接
留
め
ら
れ
た
紙
は
、
額
に
ぴ
た
り
と
貼
ら
れ
て

お
ら
ず
、
表
面
が
や
や
波
打
ち
、
額
も
角
に
わ
ず
か
に
隙
間
が
あ
い
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
ま
る
で
、
絵
が
仮
留
め
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
不
安
定
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
意
図
的
に
生
み
出
さ
れ
た
曖
昧
さ
の
た
め
に
、
倉
智
の
ス
ト
ラ
イ
プ

に
は
、
画
面
よ
り
外
に
続
い
て
い
く
よ
う
な
拡
張
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
ダ

ニ
エ
ル
・
ビ
ュ
レ
ン
の
定
め
ら
れ
た
幅
の
ス
ト
ラ
イ
プ
が
規
則
的
に
配
置
さ
れ
た
作
品

や
、
几
帳
面
に
描
か
れ
た
ブ
リ
ジ
ッ
ド
・
ラ
イ
リ
ー
の
マ
ル
チ
カ
ラ
ー
ス
ト
ラ
イ
プ
に

見
ら
れ
る
、
ス
ト
ラ
イ
プ
が
延
々
と
続
く
か
の
よ
う
な
視
覚
的
効
果
は
得
ら
れ
な
い
。

　

倉
智
の
早
い
時
期
の
ス
ト
ラ
イ
プ
の
出
現
は
、
１
９
９
４
年
、
佐
賀
町
エ
キ
ジ
ビ
ッ

7　Jo Baer（ジョー・ベア）
　  《White Wraparound Triptych (blue, green, 
　　lavender)》
　　1970-1974 
　　Oil on canvas,
　　each 91.6×99.4×4.6㎝ 
　　Van Abbemuseum
　　（オランダ、アイントホーフェン、ファン・

アッベ美術館蔵）
　　作家ホームページより

8　Jo Baer（ジョー・ベア）
　  《Horizontals Flanking, Large, Green Line》
　　1966
　　Oil on canvas
　　each 152.4×213.4㎝
　　Solomon R. Guggenheim Museum
　　New York（ニューヨーク、グッゲンハイ

ム美術館蔵）
　　作家ホームページより
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ト
・
ス
ペ
ー
ス
で
の
個
展
に
遡
る
。
佐
賀
町
エ
キ
ジ
ビ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
は
江
東
区
の
古

い
食
糧
倉
庫
ビ
ル
を
会
場
に
、
森
村
泰
昌
や
大
竹
伸
朗
な
ど
、
新
進
気
鋭
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
、
非
営
利
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
倉

智
は
白
の
パ
ネ
ル
の
作
品
に
加
え
、
白
と
黄
、
ま
た
は
白
と
赤
の
、
ス
ト
ラ
イ
プ
、
ギ

ン
ガ
ム
チ
ェ
ッ
ク
、
タ
イ
ル
状
の
パ
タ
ー
ン
が
描
か
れ
た
作
品
を
発
表
し
た

（
（註

（
註

。　

　

パ
タ
ー
ン
が
描
か
れ
た
作
品
は
、
格
子
状
の
木
枠
に
収
め
ら
れ
、
浮
か
せ
る
よ
う

に
軽
く
留
め
る
に
と
ど
め
て
あ
っ
た
。「
フ
レ
ー
ム
に
は
、
さ
さ
や
か
な
隙
間
が
あ
り
、

空
気
が
流
れ
て
い
る

（
（註

（
註

」状
態
で
あ
っ
た
。
利
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の［
Ｂ
］も
、
こ
れ
と
同

様
に
、
紙
は
額
に
収
め
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
あ
た
か
も
壁
に
そ
っ
と
お
か
れ
て
木

枠
が
「
囲
い
」
と
し
て
添
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
建
具
屋
に
特
注
し

て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
頼
り
な
げ
な
額
で
あ
る
。

　

佐
賀
町
で
の
ス
ト
ラ
イ
プ
は
白
対
色
で
あ
る
が
、
作
品
［
Ｂ
］
で
は
茶
と
白
が
、「
茶

の
地
に
白
の
ス
ト
ラ
イ
プ
」
と
み
る
こ
と
も
、「
白
地
に
茶
の
ス
ト
ラ
イ
プ
」
と
見
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ス
ト
ラ
イ
プ
を
見
る
と
き
、
お
の
ず
と
図
と

地
を
認
め
て
し
ま
う
の
だ
が
、
そ
れ
が
交
換
可
能
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
作

品
［
Ｂ
］
は
ス
ト
ラ
イ
プ
の
表
現
も
、
額
や
支
持
体
の
扱
い
も
、
不
安
定
さ
、
曖
昧
さ

を
も
っ
て
い
る
。　

9　倉智久美子 《無題》
　  1997年
　  彩色、紙

11　倉智久美子 《無題》
　　 1997年
　　 彩色、紙
　　 拡大写真

10　倉智久美子 《無題》
　　 1997年
　　 彩色、紙
　　 拡大写真

12　倉智久美子 個展
　　 佐賀町エキジビット・スペース
　　 （1994年9月15日〜10月16日）
　　 会場風景写真、作家ホームページより
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⑹ 
ド
イ
ツ
へ
の
憧
憬

　

作
品
［
Ｂ
］
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
ミ
ニ
マ
ム
さ
と
触
知
的
な
脆
さ
が
両
立
し
た
造

形
が
生
ま
れ
る
背
景
に
は
、
倉
智
が
影
響
を
受
け
た
と
語
る
、
ド
イ
ツ
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
ブ
リ
ン
キ
ー
・
パ
レ
ル
モ
や
イ
ミ
・
ク
ネ
ー
ベ
ル
の
存
在
が
あ
る
。
倉
智
は
ア
メ

リ
カ
の
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
で
こ
れ
ら
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作

品
を
見
、
感
銘
を
受
け
る
。
そ
の
時
、
得
た
印
象
を
２
０
１
６
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

振
り
返
っ
て
こ
う
語
る
。　

　
「
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
と
何
か
違
う
、
な
ん
と
い
う
か
身
体
サ
イ
ズ
な

ん
で
す
ね
、
無
理
の
な
い
サ
イ
ズ
の
ミ
ニ
マ
ル
。
そ
の
時
私
に
は
、
そ
の
作
品
自
身
も

自
分
で
考
え
る
、
作
品
自
体
も
意
思
を
持
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
ん
で
す
。

（註
（註

（
註」　

　

ブ
リ
ン
キ
ー
・
パ
レ
ル
モ
は
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ボ
イ
ス
に
習
っ
た
後
、
Ｎ
Ｙ
に
渡
っ
て
制

作
活
動
を
す
る
も
、
形
態
と
色
彩
の
検
証
と
実
験
の
道
半
ば
に
し
て
、
34
才
の
若
さ
で

亡
く
な
っ
た
。
パ
レ
ル
モ
は
、
二
等
辺
三
角
形
や
、
平
行
四
辺
形
な
ど
を
、
鮮
や
か
な

色
を
用
い
て
、
ス
テ
ン
シ
ル
の
要
領
で
紙
に
描
く
な
ど
し
た
。
作
品
に
は
、
日
曜
大
工

的
な
、
ど
こ
か
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
が
故
に
あ
る
、
手
作
業
の
温
か
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
サ
イ
ズ
は
観
る
者
の
背
丈
を
越
え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
視
界
に
す
っ
ぽ
り

と
収
ま
っ
て
親
密
な
印
象
を
与
え
る
。

　

イ
ミ
・
ク
ネ
ー
ベ
ル
は
、
パ
レ
ル
モ
と
同
じ
く
、
色
彩
・
形
態
・
素
材
の
関
係
性
を

探
究
し
た
ド
イ
ツ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
。
カ
ジ
ミ
ー
ル
・
マ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
心
酔

し
、
形
態
の 

〝
浮
遊
す
る
感
覚
〟 

を
混
じ
り
け
の
な
い
色
と
簡
素
な
形
と
を
組
み
合
わ

13　Blinky Parelmo 
　　《Komposition mit 8 roten Rechtecken》
　　1964 
　　�oil and pencil on canvas 
　　Kunstmuseum Bonn, on permanent 

loan of Olga and Stella Knoebel
　　95.7×110.9×2.3㎝　

　　ブリンキー・パレルモ
　　《８つの四角形のあるコンポジション》
　　1964年
　　油彩、鉛筆、キャンバス
　　クンスト・ミュージアム・ボン蔵
　　（オルガ & ステラ・クネーベルより
　　永久貸与）

14　イミ・クネーベル
　　 《Cementi》
　　 1992年
　　 コンクリート、酸化鉄
　　 24.0×12.0×8.0㎝
　　 大分県立美術館蔵

15　イミ・クネーベル 
　　 《ROT GELB WEISS BLAU》
　　 1994年
　　 プリント、紙
　　 各14.2×10.2㎝
　　 大分県立美術館蔵
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せ
な
が
ら
試
行
し
た
。
利
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
ク
ネ
ー
ベ
ル
の
レ
ン
ガ
に
似
た
立

体
作
品
《cem

enti

》（
図
14
）
と
、
ク
ネ
ー
ベ
ル
の
造
形
思
考
の
極
致
と
も
言
え
る
《
グ

レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー
》シ
リ
ー
ズ
の
続
編
に
位
置
付
け
ら
れ
る
、
矩
形
・
線
分
が
赤
・
黄
・

白
・
青
で
構
成
さ
れ
た
作
品（
図
15
）が
あ
り
、
い
ず
れ
も
今
回
の
企
画
展
で
紹
介
し
た
。

　

自
己
の
作
風
を
模
索
し
て
い
た
倉
智
は
、
パ
レ
ル
モ
や
ク
ネ
ー
ベ
ル
と
出
会
い
、
そ

れ
ま
で
向
き
合
っ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
に
踵
を
返
し
、
シ
ン
プ
ル
な
造

形
に
豊
か
な
感
情
と
意
味
を
与
え
る
ド
イ
ツ
の
ミ
ニ
マ
ル
ア
ー
ト
に
魅
せ
ら
れ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
２
０
０
０
年
に
文
化
庁
派
遣
芸
術
家
在
外
研
修
員
と
し
て
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
留
学
し
、
そ
の
後
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
を
拠
点
に
、
現
在
に

至
る
ま
で
制
作
を
行
っ
て
い
る
。

　

還
元
的
に
絵
画
の
要
素
を
削
ぎ
落
と
し
て
「
ミ
ニ
マ
ル
」
な
造
形
に
た
ど
り
着
く
と

い
う
ア
メ
リ
カ
式
の
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
言
説
に
対
し
て
、
倉
智
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
語
ら

れ
る
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ク
ン
ス
ト
」
と
い
う
概
念
を
引
き
合
い
に
出
す
。「K

onkret 

K
unst 

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ク
ン
ス
ト
）」
と
は
直
訳
す
る
と
「
具
体
・
芸
術
」
で
あ
る
。

倉
智
は
「
何
が
具
体
的
か
と
い
う
と
、
具
体
的
で
な
い
も
の
を
具
体
的
に
見
せ
る

（
（註

（
註

」
こ

と
が
こ
の
言
葉
の
核
心
で
あ
る
と
言
う
。

　

倉
智
の
解
釈
で
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ク
ン
ス
ト
」
と
は
、「
対
象
が
な
い
も
の
を
具

体
的
に
見
せ
る
。
た
と
え
ば
非
常
に
落
ち
込
ん
だ
感
情
と
か
、
永
遠
を
求
め
る
よ
う
な

気
持
ち
だ
と
か
、
終
わ
り
が
な
い
、
果
て
が
な
い
、
あ
る
い
は
非
常
に
高
揚
し
た
も

の
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
も
の
を
な
ん
と
か
具
体
的
に
色
と
形
で
表
そ
う
と
し
た
も

の
（
（註

（
註

」で
あ
る
と
い
う
。 

自
己
の
内
面
の
形
象
化
に
途
方
も
な
い
根
気
と
誠
実
さ
で
向
き

合
う
倉
智
ら
し
い
考
え
方
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
改
め
て
こ
の
用
語
の
出
元
を
た
ど
り
た

い
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ク
ン
ス
ト
、
つ
ま
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ア
ー
ト（Concrete A

rt

）

と
は
、
１
９
３
０
年
に
テ
オ
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ー
ス
ブ
ル
フ
が
唱
え
た
言
葉
で
、
色

彩
・
線
・
面
を
重
視
し
た
非
対
象
絵
画
を
称
揚
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
後
に
１
９
４
４

年
、
マ
ッ
ク
ス
・
ビ
ル
が
バ
ー
ゼ
ル
の
美
術
館
で
こ
の
言
葉
を
冠
し
た
展
覧
会
を
企
画

し
、
抽
象
芸
術
で
も
特
に
、
幾
何
学
的
で
デ
ザ
イ
ン
的
な
傾
向
の
作
品
全
般
が
一
つ
の

動
向
と
し
て
示
さ
れ
た
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
や
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
に

学
ん
だ
マ
ッ
ク
ス
・
ビ
ル
ら
し
く
、
抽
象
的
な
概
念
を
視
覚
的
に
明
白
に
表
す
こ
と
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ア
ー
ト
の
狙
い
で
あ
る
と
さ
れ
た
。　

　

ア
メ
リ
カ
の
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
は
、
フ
ラ
ン
ク
・
ス
テ
ラ
や
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド
ら

が
、
抽
象
表
現
主
義
や
モ
ダ
ニ
ズ
ム
理
論
に
反
旗
を
翻
し
て
、
色
や
形
な
ど
の
造
形
要

素
を
削
ぎ
落
と
し
、
素
材
の
性
質
に
肉
薄
し
て
制
作
さ
れ
た
と
い
う
文
脈
で
語
ら
れ
る

が
、
こ
れ
に
対
し
て「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ク
ン
ス
ト
」は
、「
見
え
な
い
も
の
を
形
に
す
る
」

と
い
う
ク
レ
ー
や
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
ら
に
よ
る
非
対
象
絵
画
の
延
長
上
に
あ
り
、「
ミ

ニ
マ
ル
」な
造
形
で
あ
っ
て
も「
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
」と
は
現
れ
方
も
方
向
性
も
根
幹
で
異

な
る
も
の
で
あ
る

（
（註

（
註

。

　

倉
智
は
ド
イ
ツ
か
ら
書
き
送
っ
た
利
岡
氏
へ
の
手
紙
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ク
ン
ス
ト
」
が
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
写
真
ブ
ー
ム
な
ど
新
た
な

現
代
美
術
の
潮
流
が
あ
っ
て
も
、
脈
々
と
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
言
及
し
て
い
る
。

初
期
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
影
響
下
に
あ
っ
た
倉
智
が
、
新
た
な
造
形
言

語
を
模
索
す
る
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
観
点
に
足
が
か
り
を
見
出
し
つ
つ
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

　
「
は
じ
ま
り
の
白
い
角
形
」
か
ら
も
読
み
取
れ
た
よ
う
に
、
倉
智
の
制
作
に
は
、
多

く
の
言
語
的
な
思
索
が
土
台
と
な
っ
て
お
り
、
決
し
て
感
情
や
造
形
的
要
素
を
削
ぎ
落

と
し
て
作
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
言
葉
で
説
明
し
き
れ
な
い

も
の
を
見
え
る
形
に
す
る
過
程
で
、
ミ
ニ
マ
ル
さ
と
触
知
性
を
併
せ
持
っ
た
作
品
に
具

現
化
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
倉
智
に
と
っ
て
は
「
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
」
よ
り
も
、「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
・
ア
ー
ト
」と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
あ
る
。
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⑺ 
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

倉
智
は
、
作
品
一
点
一
点
に
思
索
を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、
展
示
に
も
熟
考
を
重

ね
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
。
今
回
、
企
画
展
の
展
示
室
で
は
、
ス
ト
ラ
イ
プ
と
白
を

ペ
ア
リ
ン
グ
し
た
が
、
こ
れ
は
倉
智
が
90
年
代
後
半
に
か
け
て
行
っ
て
い
た
方
法
を
踏

襲
し
て
い
る
。
白
の
作
品
と
ス
ト
ラ
イ
プ
を
対
峙
さ
せ
る
こ
と
で
、「
白
い
作
品
の
見

え
方
に
含
ま
れ
る
も
の
も
、
更
に
変
わ
り
、
ま
た
増
え
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
た

（
（註

（
註

」
と

語
っ
て
い
る
。

　

作
品
同
士
の
対
話
を
意
識
す
る
だ
け
で
な
く
、
置
か
れ
る
空
間
と
作
品
の
共
鳴
も
重

要
で
あ
る
。
倉
智
は
あ
り
き
た
り
な
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
で
の
展
示
を
あ
ま
り
好
ま
な

か
っ
た
。
納
屋
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
で
展
示
を
し
た
り
、
取
り
壊
さ
れ
る
直
前
の
ビ
ル

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
で
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
し
て
き
た
。
あ
ら
ゆ
る
空

間
で
、
作
品
と
場
と
が
「
互
い
の
意
味
を
交
換
し
は
じ
め
る
」
こ
と
で
、
視
覚
効
果
を

越
え
た「
重
層
す
る
意
味
」を
も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
す
る
、
と
語
る

（
（註

（
註

。　

　

展
覧
会
場
と
い
う
制
作
の
現
場
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
時
間
・
空
間
よ
り
も
、
作
家

の
日
々
の
視
点
の
延
長
に
あ
る
展
示
を
し
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
思
い
か
ら
、
倉
智

は
１
９
９
８
年
にO

PEN
 ST

U
D

IO
 208

と
い
う
野
心
的
な
試
み
を
行
う
。
8
週
間

に
お
よ
び
、
倉
智
の
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
を
、
土
日
と
月
曜
の
み
〝
開
廊
〟
し
た
。

し
か
も
毎
週
少
し
ず
つ
展
示
替
え
が
行
わ
れ
、
週
末
毎
に
異
な
る
8
通
り
の
展
示
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た

（
（註

（
註

。

　

利
岡
氏
に
送
ら
れ
た
資
料
を
見
る
と
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
ご
く
普
通
の
マ
ン
シ
ョ
ン

の
一
室
で
、
カ
ー
テ
ン
や
ソ
フ
ァ
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
も
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
陽
当
た

り
の
よ
い
明
る
い
10
畳
程
度
の
部
屋
に
、
白
の
パ
ネ
ル
、
白
と
黒
の
立
体
作
品
、
白
に

黄
や
赤
が
組
み
合
せ
ら
れ
た
厚
み
の
あ
る
パ
ネ
ル
な
ど
、
そ
の
週
毎
の
〝
主
役
〟
と
な

る
作
品
が
変
わ
り
、
前
の
週
か
ら
引
き
続
き
残
る
も
の
も
別
の
役
割
を
与
え
ら
れ
、
毎

回
違
っ
た
空
間
が
生
ま
れ
て
い
た
。

　

一
般
的
に
作
家
の
ア
ト
リ
エ
で
は
、
複
数
の
作
品
が
同
時
進
行
し
、
新
旧
、
別
の
時

間
軸
に
お
け
る
思
考
が
重
層
的
に
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
作
家
の
身
体
と
連
続
し

て
、
作
品
は
ア
ト
リ
エ
と
い
う
空
間
に
息
づ
い
て
い
る
。O

PEN
 ST

U
D

IO

は
、
こ

の
よ
う
な
制
作
現
場
に
特
有
の
状
況
を
、
倉
智
の
生
活
空
間
に
立
ち
上
が
ら
せ
た
。
作

16　OPEN STUDIO 会場風景写真
　　 作家ホームページより
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家
に
と
っ
て
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
試
み
で
あ
る
。
生
活
空
間
を
展
示
空
間
に
転
化
す

る
た
め
に
、
感
覚
を
ク
リ
ア
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

見
慣
れ
た
空
間
は
一
度
無
化
さ
れ
、
白
紙
に
な
る
。
そ
の
上
で
、
倉
智
は
一
つ
の
完

成
し
た
展
示
を
打
ち
立
て
る
の
で
は
な
く
、
週
代
わ
り
の
仮
の
展
示
の
連
続
、
前
後
の

展
示
と
補
完
し
合
う
展
示
の
連
続
を
提
示
し
た
。
倉
智
は
「
あ
ら
ゆ
る
展
示
は
そ
の
仮

設
性
に
お
い
て
、
展
示
と
し
て
の
エ
ス
キ
ス
と
呼
べ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。」と
語
っ

て
い
る

（
（註

（
註

。
倉
智
の
場
合
、展
示
は
制
作
と
同
様
に
、作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
形
へ
向
か
っ

て
変
化
の
最
中
に
あ
る
思
考
の「
エ
ス
キ
ス
」＝
下
絵
な
の
だ
。

　

O
PEN

 ST
U

D
IO

に
寄
せ
て
、
美
術
評
論
家
の
多
木
浩
二
は
、
生
活
空
間
で
ア
ー

ト
を
鑑
賞
す
る
体
験
を
提
供
し
た
倉
智
の
「
精
神
の
自
由
さ
」
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、

「
ま
だ
作
品
が
形
を
な
す
前
の
一
種
の
混
沌
と
し
た
状
態
に
あ
っ
て
、
発
生
し
て
く
る

感
覚
や
観
念
」に
問
い
か
け
続
け
る
倉
智
の
姿
勢
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「（
倉
智
は
）『
見
る
』
こ
と
や
『
反
応
す
る
』
こ
と
に
含
ま
れ
る
根
本
的
な
曖
昧
さ
へ

の
問
い
か
け
、
そ
し
て
こ
の
曖
昧
さ
を
保
持
し
て
い
く
問
い
。
そ
れ
ら
が
芸
術
を
出
発

さ
せ
る
唯
一
の
方
法
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
彼
女
の
問
い
は
、
自
分

の
生
き
て
い
る
世
界
の
す
べ
て
、
視
覚
、
触
覚
、
聴
覚
あ
る
い
は
も
っ
と
微
妙
な
感
覚

か
ら
な
る
世
界
を
全
面
的
に
問
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。（

（註

（
註

」 

　

O
PEN

 ST
U

D
IO

に
お
い
て
倉
智
は
、
ア
ト
リ
エ
で
自
身
が
経
験
す
る
作
品
と
の

対
話
や
、作
品
と
作
品
の
共
鳴
の
変
化
を
、鑑
賞
者
に
も
追
体
験
さ
せ
る
と
と
も
に
、「
展

示
」
と
い
う
仮
の
現
実
を
捉
え
よ
う
と
す
る
行
為
に
参
加
す
る
こ
と
が
、
作
品
に
込
め

ら
れ
た
意
味
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
以
上
に
、
作
家
の
表
現
の
真
意
に
近
づ
く
こ

と
な
の
だ
、
と
静
か
に
提
案
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

⑻ 

透
明
の
作
品

　

倉
智
は
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
留
学
を
延
長
し
、
ア
カ
デ
ミ
ー

退
出
後
も
、
ド
イ
ツ
に
留
ま
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
そ
し
て
、
幾
度
か
の
グ
ル
ー
プ
展
を

経
た
後
、
個
展
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
る
。
２
０
０
５
年
前
後
に
は
ケ
ル
ン
や
デ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
で
個
展
を
行
い
、
そ
の
頃
よ
り
、
画
廊
の
既
存
の
窓
枠
を
利
用
す
る
な
ど
、

展
示
環
境
に
固
有
の
設
え
を
活
か
し
た
、サ
イ
ト
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
開
始
し
た
。

　

当
時
、
度
々
試
さ
れ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
展
示
会
場
に
既
に
あ
る
窓
枠
を

赤
や
黒
の
木
枠
で
囲
み
、
窓
の
矩
形
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
窓
の
傍
ら
の
壁
、

あ
る
い
は
別
の
窓
に
覆
い
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
、
木
枠
と
同
じ
色
で
彩
色
し
た
板
を
設
置

す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
図
17
）。
木
枠
に
よ
る
線
が
隣
り
合
う
面
と
呼
応
し
、

さ
ら
に
透
明
な
ガ
ラ
ス
越
し
の
外
の
景
色
や
、
磨
り
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
の
光
が
作
品
の

一
部
と
し
て
活
か
さ
れ
た
。

　

倉
智
は
２
０
０
６
年
に
ド
イ
ツ
、
ア
ー
ヘ
ン
のRaum

 für K
unst

と
い
う
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
、
窓
枠
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
数
種
類
の
作
品
群
と
と
も
に
、
ア
ク

リ
ル
樹
脂
に
よ
る
作
品
を
発
表
し
た
。
利
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
第
三
の
作
品

も
、
こ
の
系
統
の
作
品
で
あ
る
。
本
の
よ
う
に
手
に
取
れ
る
サ
イ
ズ
の
樹
脂
の
塊
の
底

に
、
線
が
描
か
れ
た
紙
が
貼
り
付
く
よ
う
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
床
に
対
し
て
垂
直
に

展
示
さ
れ
た
作
品
の
中
で
、
5
点
の
ア
ク
リ
ル
樹
脂
作
品
は
水
平
に
展
示
さ
れ
た

（
（註

（
註

（
図

18
）。

　

こ
の
時
、
樹
脂
の
厚
み
は
、
約
１
㎝
ず
つ
変
え
ら
れ
、
平
置
き
し
た
時
に
作
品
の
面

の
高
さ
が
水
平
に
並
ぶ
よ
う
に
、
高
さ
の
異
な
る
展
示
台
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
一
見
変
化
の
な
い
よ
う
に
見
え
る
5
つ
の
作
品
は
、
見
る
角
度
に
よ
っ
て
、

描
か
れ
た
矩
形
が
微
妙
に
深
く
見
え
た
り
、
浅
く
見
え
た
り
し
た
。
ま
た
横
か
ら
見
る

と
ア
ク
リ
ル
の
側
面
は
す
り
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
曇
り
矩
形
は
明
確
に
見
え
な
い
。
の
ぞ

き
込
む
よ
う
に
間
近
へ
寄
ら
な
け
れ
ば
、
作
品
を
捉
え
ら
れ
ず
、
見
る
者
の
能
動
的
な

観
賞
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
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ア
ー
ヘ
ン
に
続
き
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、
フ
リ
ー
ト
バ
ー
グ
と
、
ド
イ
ツ
国
内
数

カ
所
で
同
様
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
倉
智
は
、
２
０
０
７
年
の
9
月
か
ら

10
月
に
か
け
て
、
大
阪
の
Ｓ
Ａ
Ｉ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
個
展
を
行
う
。
こ
の
時
、
ア
ク
リ
ル

樹
脂
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
ド
イ
ツ
で
の
展
示
と
同
じ
く
展
示
台
に
寝
か
せ
て
設
置
さ
れ
た

以
外
に
、
壁
か
ら
突
き
出
る
よ
う
な
棚
板
に
、
壁
と
垂
直
に
立
て
て
置
か
れ
た
。
ア
ク

リ
ル
樹
脂
自
体
に
重
み
が
あ
る
た
め
自
立
は
す
る
が
、
倒
れ
る
リ
ス
ク
も
あ
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
ン
グ
な
展
示
で
あ
る
。　

　

利
岡
氏
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
個
展
で
発
表
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
ア
ク
リ
ル
樹
脂
の
作

品
を
手
に
入
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
作
品
は
、
厚
み
が
４
㎝
、
長
辺
が
約
25
㎝
、
幅
15

㎝
で
あ
る
（
図
21
〜
23
）。
天
地
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
仮
に
Ｓ
Ａ
Ｉ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
の
展
示
写
真
を
元
に
定
め
る
と
、
右
側
に
は
黒
く
縁
取
ら
れ
た
や
や
ク
リ
ー
ム
色
の

矩
形
が
、
左
側
に
は
白
が
あ
る
。
ア
ク
リ
ル
の
側
面
は
不
透
明
だ
が
、
上
か
ら
見
る
と

透
明
度
が
高
く
底
面
ま
で
曇
り
な
く
見
え
る
。

　

ア
ク
リ
ル
を
慎
重
に
裏
返
す
と
、
作
品
の
構
造
の
謎
が
解
け
る
。
底
面
に
は
、
や
や

ク
リ
ー
ム
色
に
彩
色
さ
れ
た
画
用
紙
と
、
お
そ
ら
く
は
紙
の
ま
ま
と
思
わ
れ
る
白
の
用

紙
の
２
種
類
が
、
そ
れ
ぞ
れ
７
㎝
×
25
㎝
と
、
８
㎝
×
25
㎝
の
矩
形
に
切
っ
て
貼
付
け

ら
れ
て
い
る
（
図
23
）。
ク
リ
ー
ム
色
の
紙
は
、
表
面
に
黒
い
イ
ン
ク
で
枠
線
が
描
か

20　SAI ギャラリーでの展示
　　 の様子
　　 作家ホームページより

18　Raum für Kunst での展示の様子
　　 作家ホームページより

17　Raum für Kunst での展示の様子
　　 作家ホームページより

19　SAI ギャラリーでの展示の様子
　　 作家ホームページより
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れ
て
お
り
、
そ
の
線
よ
り
外
側
に
は
裏
面
か
ら
白
い
顔
料
が
塗
っ
て
あ
る
た
め
、
こ
れ

が
光
を
遮
る
カ
バ
ー
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、
表
に
返
し
た
時
に
白
い
紙
の
上
に
ク

リ
ー
ム
色
の
矩
形
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

も
う
片
側
は
イ
ン
ク
や
顔
料
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
白
一
面
な
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

表
か
ら
見
た
際
に
、
左
側
と
右
側
の
白
の
違
い
が
生
ま
れ
て
い
る
。
シ
ン
プ
ル
な
が
ら

練
ら
れ
た
構
造
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ア
ク
リ
ル
と
い
う
工
業
的
で
ソ
リ
ッ
ド
な
素
材
を

隔
て
る
こ
と
で
、
画
用
紙
の
物
質
感
や
イ
ン
ク
に
よ
る
線
の
揺
ら
ぎ
は
目
立
た
な
く
な

り
、
白
の
色
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
区
切
ら
れ
た
矩
形
の
存
在
だ
け
を
見
て
い
る
感

覚
に
な
る
。

　

倉
智
は
ア
ク
リ
ル
樹
脂
を
使
用
し
た
理
由
に
つ
い
て
、「
ア
ク
リ
ル
を
使
っ
た
の
は
、

『
空
間
』
で
す
よ
ね
、
空
間
を
か
た
め
て
み
せ
よ
う
と
し
た
ら
ほ
か
に
素
材
っ
て
考
え

ら
れ
な
く
て
」
と
語
る

（
（註

（
註

。
透
明
度
が
高
く
分
厚
い
ア
ク
リ
ル
樹
脂
は
、
水
が
入
っ
た

プ
ー
ル
や
水
槽
の
よ
う
に
一
つ
の
空
間
を
生
み
出
す
。
そ
し
て
、
光
を
屈
折
さ
せ
る
と

と
も
に
吸
収
す
る
そ
の
素
材
は
、「
空
間
を
か
た
め
」
て
、〝
水
底
〟
の
絵
を
よ
り
美
し

く
見
せ
る
。

　

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
『
眼
と
精
神
』
で
語
っ
た
プ
ー
ル
の
例
え
が
思
い
出
さ
れ
る
。

ポ
ン
テ
ィ
は
、
水
が
張
っ
た
プ
ー
ル
の
底
の
タ
イ
ル
床
を
見
る
こ
と
は
「
日
常
の
視
覚

な
か
に
ひ
っ
そ
り
と
眠
り
込
ん
で
い
た
先
在
的
諸
力
を
呼
び
醒
ま
す
」
と
指
摘
す
る
。

目
と
対
象
（
タ
イ
ル
床
）
の
間
に
媒
質
と
し
て
あ
る
水
は
、
光
を
屈
折
さ
せ
た
り
、
タ

イ
ル
床
を
ま
だ
ら
に
見
せ
た
り
し
て
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
生
む
だ
け
で
な
く
、「
見
え

る
も
の
の
内
的
な
生
気
」を
喚
起
す
る

（
（註

（
註

。

　

倉
智
の
作
品
で
は
、
ア
ク
リ
ル
は
純
度
が
非
常
に
高
く
、
形
象
を
全
く
歪
め
る
こ
と

な
く
透
過
す
る
。
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
言
う
タ
イ
ル
と
水
の
関
係
を
、
倉
智
の
平
面

と
ア
ク
リ
ル
樹
脂
の
関
係
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
水

に
よ
っ
て
単
な
る
物
質
以
上
に
存
在
の
跳
躍
を
示
す
タ
イ
ル
の
例
え
は
、
ア
ク
リ
ル
樹

脂
に
よ
る
作
品
内
空
間
で
、
画
用
紙
と
線
分
が
た
だ
の
素
材
と
形
象
以
上
の
存
在
へ
変

貌
す
る
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
プ
ー
ル
の
水
が
さ
ら
に
水
面
に
煌
め
く
光
の
反
射
を
受
け
る
傍
ら
の
糸
杉
の

林
へ
と
ポ
ン
テ
ィ
の
連
想
を
及
ば
せ
た
よ
う
に
、
ア
ク
リ
ル
の
作
品
は
観
る
者
の
思
考

を
視
界
の
外
へ
、
見
え
て
い
な
い
も
の
へ
と
向
か
わ
せ
る
。Raum

 für K
unst

で
の

展
示
で
は
、
ア
ク
リ
ル
の
作
品
は
、
窓
枠
の
作
品
と
呼
応
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た

21　倉智久美子
　　 作品名不詳
　　 制作年不詳
　　 彩色、油彩、インク、
　　 紙、アクリル樹脂
　　 24.8×15.0×4.0㎝

22　倉智久美子
　　 作品名不詳
　　 制作年不詳
　　 彩色、油彩、インク、
　　 紙、アクリル樹脂
　　 24.8×15.0×4.0㎝

23　倉智久美子
　　 作品名不詳
　　 制作年不詳
　　 彩色、油彩、インク、
　　 紙、アクリル樹脂
　　 24.8×15.0×4.0㎝
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か
も
し
れ
な
い
。
外
界
へ
と
繋
が
る
窓
枠
と
と
も
に
大
き
な
矩
形
で
示
さ
れ
る
空
間
の

拡
張
と
、
ア
ク
リ
ル
の
小
さ
な
矩
形
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
空
間
の
凝
縮
が
、
会
場
に
共

存
し
て
い
た
。

　

ア
ク
リ
ル
の
厚
み
を
通
し
て
見
る
、
白
と
線
に
は
、
倉
智
が
90
年
代
か
ら
制
作
の
原

点
と
し
て
心
に
据
え
て
い
た
、
隈
な
き
再
生
の
白
、
ま
た
、
描
く
前
の
白
い
角
形
の
姿

が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
一
連
の
ア
ク
リ
ル
樹
脂
の
作
品
は
、
90
年
代
後

半
の
作
品
と
同
様
に
、
い
か
に
作
品
に
作
家
自
身
の
「
無
限
の
問
い
か
け
」
を
内
包
し
、

空
間
を
形
作
る
か
、
と
い
う
倉
智
の
制
作
課
題
が
連
綿
と
続
い
て
結
実
し
た
も
の
だ
。

　

２
０
０
７
年
の
個
展
の
際
、
倉
智
は「
朝
の
7
時 (7 U

hr m
orgens)

」と
い
う
エ
ッ

セ
イ
を
寄
せ
て
い
る

（
（註

（
註

。
朝
7
時
頃
、
夜
空
か
ら
太
陽
の
光
が
入
り
始
め
る
薄
明
る
い
光

の
中
で
、
一
日
の
成
す
べ
き
事
や
、
行
く
べ
き
場
所
を
考
え
て
い
る
時
間
。
こ
れ
か
ら

始
ま
る
一
日
の
成
り
行
き
の
全
て
は
予
測
で
き
な
い
、
曖
昧
な
気
配
と
と
も
に
自
己
に

向
き
合
う
時
間
。
倉
智
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
時
間
に
お
け
る
、
自
己
と
の
対
話
の
時

間
こ
そ
が
、
制
作
の
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
う
。

　

制
作
を
し
て
い
な
い
時
間
に
自
己
を
見
つ
め
る
行
為
こ
そ
が
、
作
品
が
ま
だ
手
を
施

さ
れ
て
い
な
い
素
材
の
状
態
か
ら
、
無
限
へ
と
繋
が
る
可
能
性
を
秘
め
た
物
体
へ
と
変

容
す
る
た
め
の
、
重
要
な
「
材
料
」
な
の
で
あ
る
と
い
う
。
決
し
て
即
興
的
に
つ
く
る

こ
と
な
く
、
常
に
熟
慮
を
経
て
生
み
出
さ
れ
る
倉
智
の
作
品
は
、
そ
の
葛
藤
ゆ
え
に
、

か
え
っ
て
観
る
者
を
、
静
か
な
水
面
を
眺
め
て
い
る
よ
う
な
、
雲
一
つ
な
い
空
を
仰
ぐ

よ
う
な
、
清
新
な
心
持
ち
へ
と
誘
う
の
で
あ
る
。

さ
い
ご
に

　

倉
智
久
美
子
の
90
年
代
後
半
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
か
け
て
の
歩
み
を
た
ど
っ
て

き
た
。
作
家
の
活
動
全
体
か
ら
見
る
と
、
紹
介
し
た
内
容
は
ご
く
一
部
に
過
ぎ
ず
、

２
０
１
０
年
以
降
の
立
体
の
展
開
や
、
近
年
の
筆
触
の
あ
る
平
面
の
仕
事
も
含
め
な
け

れ
ば
、
制
作
全
体
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
上
で
作
品
を
語
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
今
回
は
あ
く
ま
で
も
、
作
家
本
人
の
執
筆
文
章
や
発
言
を
手
が
か
り
に
、
倉
智

久
美
子
の
根
本
的
な
制
作
理
念
を
紐
解
く
こ
と
を
狙
い
と
し
た
。

　

た
だ
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
の
制
作
理
念
は
、
自
己
と
の
対
話
や
作
品
へ
の
問
い
か
け

で
あ
り
、
そ
れ
は
作
家
自
身
に
し
か
掴
み
と
れ
ず
、
我
々
に
は
漠
と
し
て
い
て
推
し
測

り
き
れ
な
い
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
未
知
の
部
分
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
日
本
を
離
れ
て

ひ
た
す
ら
自
己
に
向
き
合
っ
て
表
現
し
続
け
る
こ
の
作
家
の
存
在
の
貴
重
さ
や
、
制
作

の
尊
さ
を
、
よ
り
強
く
感
じ
る
の
で
あ
る
。
昨
今
、
日
本
で
発
表
の
機
会
を
増
や
し
つ

つ
あ
る
倉
智
久
美
子
の
動
向
に
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

　

ひ
と
り
の
作
家
の
変
遷
と
そ
の
背
景
を
、
作
品
購
入
を
通
し
て
見
守
り
続
け
た
利
岡

誠
夫
氏
の
お
か
げ
で
、
資
料
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
倉
智
久
美
子
を
少
し
で
も
深
く
掘

り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
利
岡
氏
が
残
し
た
二
次
資
料
か
ら
発
展
さ
せ
る
利

岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
研
究
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
な
ど
を
通
し
て
、
作
品
の
み
な
ら
ず
、
作
品
の
背
景
や
作
家
の
思
索
を
鑑
賞
者

へ
提
示
で
き
る
機
会
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
。
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註

註
１　

倉
智
久
美
子『
は
じ
ま
り
の
白
い
角
形
』１
９
９
７
年
9
月
、
４
頁
、
７
頁

註
２　

同 

１
頁
、
２
頁

註
３　

同
６
頁

註
４　

同
20
─
21
頁

註
５
、
14　

同
22
頁

註
６　

同
10
頁

註
７　

同
19
頁

註
８　

同
20
頁

註
９　

同
21
頁

註
10
、
12　

同
14
頁

註
11　

同
30
頁
、
お
よ
び
、
倉
智
久
美
子
『
ザ
・
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
』（
１
９
９
７
年
４

月
13
日
）

註
13　

同
15
頁

註
15　

同
23
頁

註
16　

同
32
─
35
頁

註
17　

倉
智
久
美
子
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://kum

iko-kurachi.com
/280518/index.htm

l

註
18　

K
aty Siegel, A

nother H
istory Is Possible, H

igh T
im

es H
ard T

im
es N

ew
 Y

ork 
Painting 1967-75, 

38
頁

註
19　

Jo Baer

の
略
歴
お
よ
び
作
品
画
像
に
つ
い
て
は
作
家
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
拠
る
。 https://

jobaer.net/

註
20　

倉
智
久
美
子 

個
展（
１
９
９
４
年
９
月
15
日
〜
10
月
16
日
）佐
賀
町
エ
キ
ジ
ビ
ッ
ト
・
ス
ペ
ー

ス　

展
覧
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り

註
21　
『
は
じ
ま
り
の
白
い
角
形
』 

37
頁

註
22
、
23
、
24
、
25

　
　
　

こ
れ
ら
の
引
用
は
、
２
０
１
６
年
２
月
28
日
に3331 A

rts Chiyoda

に
て
開
催
さ
れ
た
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト「
ミ
ニ
マ
ル
ア
ー
ト
、
ド
イ
ツ
の
美
術
。
倉
智
さ
ん
と
梅
津
さ
ん
が
語
る
午
後
。」

の
記
録
に
拠
る
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
主
任
学
芸
員
の
梅
津
元
氏
を
イ
ン

タ
ビ
ュ
ア
ー
と
し
、
倉
智
久
美
子
氏
の
活
動
を
紹
介
す
る
も
の
。
対
談
の
記
録
は
、
佐
賀
町

ア
ー
カ
イ
ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
註
23
〜
25
は
倉
智
氏
の
、
註
26
に

つ
い
て
は
梅
津
氏
の
発
言
に
拠
る
。

　
　
　

倉
智
久
美
子
展
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト（
前
編
）https://w

w
w

.sagacho.jp/blog/post_52/

註
26　
『
は
じ
ま
り
の
白
い
角
形
』38
頁

註
27
、
29　

同
25
頁

註
28　

以
下
、O

PEN
 ST

U
D

IO
 208 

に
つ
い
て
は
同
展
の
記
録
冊
子
に
よ
る
。

　
　
　

O
PEN

 ST
U

D
IO

 208

（
１
９
９
８
年
４
月
４
日
〜
５
月
25
日
）
大
阪
市
北
区
南
森
町
ハ
イ

マ
ー
ト
南
森
町
２
０
８
号
室
、
撮
影
：
福
永
一
夫
、
椎
原
保
、
倉
智
久
美
子

註
30　

同
資
料
に
掲
載
さ
れ
た
多
木
浩
二
の
評
に
拠
る
。

註
31　

Raum
 für K

unst

で
の
展
示
に
つ
い
て
は
、
作
家
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
、
８
０
０
部
限
定

で
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
代
表 H

elga Scholl

氏
の
エ
ッ
セ
イ
と
と
も
に
発
行
さ
れ
た
展
覧
会
冊
子

に
拠
る
。

註
32　

倉
智
久
美
子
展
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト（
後
編
）https://w

w
w

.sagacho.jp/blog/post_53/

註
33　

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
『
眼
と
精
神
』
を
読
む
、
著 

モ
ー
リ
ス
・ 

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
、
訳
・

注 

富
末
保
文
、
武
蔵
野
美
術
大
学
出
版
局
、
２
０
１
５
年
３
月
31
日
初
版
、
１
５
９
︱

１
６
１
頁

註
34　

K
um

iko K
urachi,7 U

hr m
orgens, 24/7 arteversum

, D
üsseldorf, 2007

　
　
　

全
文
は
倉
智
久
美
子
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
家
自
身
の
言
葉 

（D
ie K

ünstlerin selbst

）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
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Nikuhitsu Ukiyo-e of Beautiful Women by Yoshihara Shinryu
－Consideration of Biography and Analysis of his Painting Style－

Shinsaku Munakata

In this report take up the Yoshihara Shinryu （1804−56） who specialize in Nikuhitsu（hand-painting）
ukiyo-e of beautiful women. Shinryu was born in Nishihata village, Kunisaki district, Bungo province. In 
the late Edo period, Shinryu was active at Kyoto but he went back to his birthplace late in life. Therefore 
there are many his artworks in Oita prefecture even now. Oita Prefectural Art Museum collect seventeen 
Shinryu’s artworks include deposit.

Shinryu is considered a faithful successor of Mihata Joryu who was active in Kyoto, Tenpo period （1831
−45）. However, until now no one has discuss the detail of Shinryu’s root, characteristics, changing of his 
painting style and so on.

Joryu and Shinryu seem like gained popularity to a certain degree in Kyoto those times. And their 
paintings influenced Uemura Shoen （1857−1949） who was Kyoto art world master of Bijin-ga, painting of 
beautiful women. On forming the keynote of Bijin-ga painting at Kyoto flowing from the Edo period to the 
modern era, it can be said that the Shinryu’s artwork played its important role.

This paper consider Shinryu’s biography and introducing new findings about his root, then discuss his 
painting style mainly from Oita Prefectural Art Museum collection.
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 “Mother and Child” （2）

Manami Kajiwara

As a continuation of the previous article, this one focuses on Chagall’s painting, “Mother and Child”, 
considering who is symbolized by the image of the mother and child and what message Chagall was trying 
to convey with his painting.  

From 1930−35, Chagall wrote the poem “My Mother”, and in 1968 printed it with illustrations. The 
text shows the image of a mother, which symbolizes  Chagall’s mother and his hometown Vitebsk, that 
he is not allowed to return to. The image of the child expresses Chagall himself. The subject of the poem 
centers on his love for his mother and his hometown. 

“Mother and Child” has possibility to express the same subject as “My Mother” because the interval 
between the poem and the painting is only four years and the composition resembles the illustration for “My 
Mother”.
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Kumiko Kurachi and her artworks
From Toshioka Collection

Noe Kito

This paper surveys the artworks by Japanese female artists Kumiko Kurachi. The works in the 
paper are included in the group of artworks donated in 2013 by Mr. Nobuo Toshioka, who was a leading 
contemporary art collector in Osaka. From December 8, 2019 to January 20, 2020, Oita Prefectural Art 
Museum had an exhibition of his collection, “Treasure Box of Contemporary Art: OPAM Toshioka 
Collection.” Within this show, I displayed two works by Kumiko Kurachi. In this paper, I picked up three 
works amongst four works in Toshioka collection.

Kumiko Kurachi was born in Osaka. She graduated from Faculty of Fine Arts, Kyoto City University 
of Arts. She started her minimalistic style around the middle of 1990s. In 1998, she had a residence in 
The Chinati Foundation in Marfa, Texas. In 2000, she went to Dusseldorf as Overseas Study program by 
Agency for Cultural Affairs. Since then, she has lived and worked in Dusseldorf and organized solo and 
group shows.

In this paper, I delved into Kurachi’s long text titled, “White Square in Beginning,” which she wrote 
earlier in her career. In this text, the artist narrates her background, philosophy in art making, and 
thought on installation. Referring to this, I consider two early works in particular. I also compare her art 
with American minimalism and German art, then explain the third work in recent years.

I would like to propose this paper as a case to look into the work and the career of the artist like 
Kurachi who is not so well known and whose information is scarce. With the secondary resources Mr. 
Toshioka used to own and donated to the museum, I would like to continue to research the contemporary 
artists who are still uncovered.
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